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はじめに 

現「世田谷区雨水流出抑制施設技術指針」は、世田谷区流域治水対策推進計画（当時）

において、流出抑制対策として設置する貯留施設及び浸透施設の計画・設計・施工並びに

維持管理に関わる一般原則を示したものであり、平成8年に初版を作成しました。 

平成19年８月に策定された「東京都豪雨対策基本方針」を受け、区では平成21年10月

に「世田谷区豪雨対策基本方針」、平成23年3月に「世田谷区豪雨対策行動計画」、また、

平成22年７月に「世田谷区雨水流出抑制施設の設置に関する指導要綱」を策定し、貯留・

浸透施設の設置（流域対策）を推進・促進しています。 

また、世田谷区ではグリーンインフラの考えを「世田谷区みどりの基本計画」、「世田

谷区豪雨対策行動計画」や「世田谷区環境基本計画」等に取り入れ、みどりの保全

や豪雨対策などを推進・促進しています。 

この度、公益社団法人雨水貯留浸透技術協会のご協力のもと、従来の貯留浸透施設に

加え、より一層グリーンインフラの考えを取り入れた浸透施設を３施設追加し、「流域対策」

の強化（雨水貯留浸透施設、グリーンインフラの推進・促進）を図るべく、改定を行いまし

た。 
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第1章 総則 

1.1 目的と適用範囲 
世田谷区雨水流出抑制施設技術指針（以下「本指針」という。）は、区内における豪雨

対策の４つの具体的な取組みの１つである「流域対策」の強化（雨水貯留浸透施設、グリ

ーンインフラの推進・促進）のために、雨水の流出抑制を目的とした貯留施設・浸透施設

の計画・設計・施工及び維持管理に関する一般原則を示すものである。本指針の適用範

囲は、区内で設置される貯留施設・浸透施設及び緑地等の浸透域とする。 

（解説） 

本技術指針は、「世田谷区豪雨対策基本方針」や「世田谷区豪雨対策行動計画」等に

示した「流域対策」を推進・促進するため、貯留施設・浸透施設及び緑地の浸透域の設置

に関わる計画・設計・施工及び維持管理についての一般原則を示すものである。 

本技術指針は、図 1.1に示す雨水流出抑制施設のうち、オンサイト施設を対象とする。 

【貯留、浸透施設】
（表1.1参照）

本技術指針が対象とする施設

芝地・植栽等

雨
水
流
出
抑
制
施
設

調節（整）池

校庭・運動場貯留
公園・緑地貯留
駐車場貯留
棟間貯留

貯留施設
広場貯留
地下貯留
屋上貯留

緑溝
雨庭
雨花壇

道路浸透ます

浸透側溝
透水性舗装
透水性平板舗装

オフサイト施設

浸透施設

浸透ます
浸透トレンチ

オンサイト施設
空隙貯留浸透施設

遊水地

 

図 1.1 雨水流出抑制施設の分類 

なお、図 1.1 のうち、貯留施設（雨水利用を行うものに限る）および浸透施設を

「グリーンインフラ施設」という。 

 

 
 
 

出典：「世田谷区豪雨対策行動計画」（改定）（令和 4年 3月 世田谷区） 

【世田谷区豪雨対策行動計画におけるグリーンインフラの位置づけ】 

「みどりやみずなどの自然（グリーン）の持つさまざまな機能を積極的かつ有

効に活用することで、雨水の貯留・浸透、流出抑制、水質浄化、利活用、地下水

涵養を行う都市基盤（インフラ）や考え方。」 
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1.2 用語の定義 

本指針で用いる用語を次のように定義する。 

(1)オフサイト施設とオンサイト施設 

① オフサイト施設（おふさいとしせつ） 

河川、下水道、水路等によって雨水を集水し、調節池等に貯留し、雨水の流出を抑

制する施設をいう。 

② オンサイト施設（おんさいとしせつ） 

雨水の移動を最小限におさえ、降ったその場所で貯留もしくは浸透させて、雨水の

流出を抑制する施設をいう。 

 

（２）貯留施設 

① 貯留施設（ちょりゅうしせつ） 

公園、校庭、集合住宅の棟間等の空地を、本来の土地利用機能を損なうことがな

いよう、比較的浅い水深の雨水を一時的に貯留することにより、雨水の流出抑制を図

る施設をいう。建築物の地下を利用し、設置する貯留槽も含む。 

また、小規模なタンク等を設置する、各戸貯留施設も普及している。 

② 校庭・運動場貯留（こうてい・うんどうじょうちょりゅう） 

校庭・運動場の全部、又は一部を利用して設ける貯留施設をいう。 

③ 公園・緑地貯留（こうえん・りょくちちょりゅう） 

公園の広場、緑地、池等の空地に設ける、又は利用した貯留施設をいう。 

④ 駐車場貯留（ちゅうしゃじょうちょりゅう） 

屋外駐車場における貯留施設をいう。 

⑤ 棟間貯留（とうかんちょりゅう） 

集合住宅の棟間の芝地等に設ける、又は利用した貯留施設をいう。 

⑥ 地下貯留（ちかちょりゅう） 

地下に貯留槽を設けて上部空間の有効利用を図る施設をいう。 

⑦ 屋上貯留（おくじょうちょりゅう） 

学校、集合住宅等の屋上に設ける貯留施設をいう。 

 

（３）浸透施設 

① 空隙貯留浸透施設（くうげきちょりゅうしんとうしせつ） 

地下の砕石層などへ雨水を導き、側面及び底面の地中へ浸透させる施設をいう。

砕石内などに貯留槽を設けて雨水の有効活用を行う場合もある。 

② 浸透施設（しんとうしせつ） 

地表あるいは、地下の浅い所から雨水を地中へ分散、浸透させる施設をいう。この

ような浸透施設には構造の違いにより、浸透ます、浸透トレンチ、道路浸透ます、透水

性舗装などがある。 

③ 浸透トレンチ（しんとうとれんち） 

ます類と連結した透水性の管（有孔管、多孔管等をいう）を敷設し、雨水を導きトレ

ンチ内の充填砕石の側面及び底面から地中へ浸透させる施設をいう。 

④ 浸透ます（しんとうます） 
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透水ますの周辺等を砕石で充填し、集水した雨水を地中へ浸透させるますをいう。 

⑤ 道路浸透ます（どうろしんとうます） 

道路排水を対象にした浸透ますをいう。 

⑥ 浸透側溝（しんとうそっこう） 

側溝の周辺を砕石で充填し、この中に透水性の側溝を設置し、集水した雨水を地

中に帯状に分散させる側溝類をいう。 

⑦ 透水性舗装（とうすいせいほそう） 

舗装体を通じて雨水を直接路床へ浸透させ、地中に還元する機能をもつ舗装をい

う。（施設は浸透施設であるが、本指針では貯留量として評価を行う。） 

⑧ 透水性平板舗装（とうすいせいへいばんほそう） 

浸透原理は透水性舗装と同じである。透水性のコンクリート平板及び目地を通して

雨水を地中に浸透させる機能をもつ舗装をいう。透水性のインターロッキングブロッ

ク舗装も含む。（施設は浸透施設であるが、本指針では貯留量として評価を行う。） 

 ⑨  芝地・植栽（しばち・しょくさい） 

裸地部分に地被植物や樹木を植えることで表層の浸透能力の維持や向上の効果

が期待できる。 

  ⑩  緑溝（りょっこう） 

溝状に掘削した部分を砕石等で置換することにより、 雨水を貯留させながら地中

へ分散、浸透させる施設をいう。 

  ⑪  雨庭（あめにわ） 

地盤部を砕石等で置換することにより、雨水を貯留させながら地中へ分散、浸

透させる施設をいう。地表部まで露出させた砕石等層の周囲に植栽を配置する

「周囲植栽型」および砕石等層の上に客土層を設け植栽を配置する「覆土植栽型」

などがある。植栽することで表層の浸透能力の維持や向上などの効果が期待でき

る。また、公園や広場、敷地面積の広い公共・民間施設などにおける大規模な雨

庭を「レインガーデン」と呼ぶこともある。 

⑫  雨花壇（あめかだん） 

花壇の基礎部を砕石等で置換することにより、雨水を貯留させながら地中へ分

散、浸透させる施設をいう。 

 

(４) 計画規模 

① 必要対策量（ひつようたいさくりょう） 

雨水の流出抑制のため、対象とする敷地又は開発面積において確保すべき貯留

量（浸透量）。対策目標とする計画降雨規模に対する、現在あるいは計画上の洪水施

設能力（河川、下水道の排水能力等）との対比から必要とする抑制量を決定する。 

② 単位対策量（たんいたいさくりょう） 

対象とする敷地又は開発面積の単位面積当たり確保すべき貯留量（単位：㎥/ha）

もしくは浸透量。（単位：mm/hr 又は㎥/箇所・hr） 
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1.３ 貯留・浸透施設の種類と概要 

本指針が対象とする貯留・浸透施設の種類と概要を表 1.1 (1)～(５)に示す。 

表 1.1 (1) 貯留・浸透施設の種類と概要 

 

 

オンサイト施設 施設名 概要図 

貯留施設 

学校貯留 

公園貯留 

 

棟間貯留 

 

地下貯留 

 

現地面

掘り下げ面 ます

雨水管 側溝

Ａ棟 Ｂ棟

進
入
路

HWL

下水道管 

屋根

た
て
樋

オーバーフロー

公マス

雨どい  

ます 

ＧＬ ∇ 
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表 1.1(2)  貯留・浸透施設の種類と概要 

 

 

オンサイト施設 施設名 概要図 

浸透施設 

浸透ます 

 

道路浸透ます 

 
 
 
 
 

浸透トレンチ 

 

500

380

500

500

異形甲

コンクリート側塊

透水シート

透水性側塊

単粒度砕石（Ｓ－３０）

しゃ断層用砂

遮水（防水）
シート

底塊リング

異形甲 

Ｗ 
ＧＬ ∇ 

Ｗ×Ｌ 
ＧＬ ∇ 

Ｌ 
ＧＬ ∇ 
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150～250 

 

表 1.1(3)  貯留・浸透施設の種類と概要 

 

オンサイト施設 施設名 概要図 

浸透施設 

浸透側溝 

 

透水性舗装 

 
 
 
 
 

緑溝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

540～600

240～300

鉄筋コンクリート蓋
または特Ｌ

コンクリート（ＢＢ182Ｂ）

単粒度砕石

しゃ断層用砂

透水シート

浸透Ｕ形溝
ポーラスまたは有孔コンクリート

40 

50 
50 

100 

砕石等層高

h 透水シート

ＧＬ ▽

断面図

施設幅

（砕石等層幅）

w

の流入
集水等
屋根

（砕石等）
導水層

砕石等

l=1.0m

平面図

施設幅

（砕石等層幅）

w

（砕石等）
導水層

の流入
集水等
屋根
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表 1.1(4)  貯留・浸透施設の種類と概要 

オンサイト施設 施設名 概要図 

浸透施設 雨庭 

 
周囲植栽型 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
覆土植栽型 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の流入
集水等
屋根

ＧＬ ▽

断面図

砕石層高

h

単粒度砕石

透水シート

施設幅（砕石層幅）w

砕石等透水シート

平面図

施設幅(砕石等層幅)w

施設幅

（砕石等層幅）

w

の流入
集水等
屋根

砕石等層高

h

客土層

ＧＬ ▽

（砕石等）

断面図

砕石等

透水シート

施設幅（砕石等層幅）w

導水層

（砕石等）幅

w'

導水層

の流入
集水等
屋根

施設幅（砕石等層幅）w

シート

施設幅

（砕石等層幅）

w

客土

導水層

（砕石等）幅

w'

の流入
集水等
屋根

平面図

透水
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表 1.1(５)  貯留・浸透施設の種類と概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オンサイト施設 施設名 概要図 

浸透施設 雨花壇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

砕石等層高

h

客土層

断面図

ＧＬ ▽

砕石等

透水シート

施設幅（砕石等層幅）w

の流入
集水等
屋根

導水層

（砕石等）幅

w'

（砕石等）
導水層

の流入
集水等
屋根

導水層

（砕石等）幅

w'

平面図

施設幅（砕石等層幅）w

施設幅

（砕石等層幅）

w

客土
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1.4 技術指針の構成 

技術指針の構成は図 1.2に示すとおりである。 

第１章　総則

　本指針の目的、適用範囲、貯留・浸透施
設の種類及び用語の定義を示している。

第２章　豪雨対策とは
　区が進める豪雨対策の内容について示し
ている。

第３章　計画

　貯留・浸透施設の設置フロー、貯留・浸
透施設の選択方法及び対策量の算定方法を
示している。

第４章　設計

　貯留・浸透施設の設計における一般事項
を示すとともに、貯留施設、浸透施設及び
排水施設の設計に関する内容を示してい
る。

第５章　施工

　貯留施設、浸透施設及び排水施設の施工
方法、施工管理について示している。

第６章　設計の具体例

第７章　管理
　貯留・浸透施設設置後の維持管理や安全
管理などについて示している。

　教育施設、公園、事務所、道路及び個人
住宅タイプ施設の設計手順、設置例を示し
ている。

1.1　目的と適用範囲
1.2　用語の定義
1.3　貯留・浸透施設の種類と概要
1.4　技術指針の構成

7.1　維持管理
7.2　安全管理

3.1　雨水流出抑制の概念
3.2　貯留・浸透施設の設置手順
3.3　貯留・浸透施設の選択
3.4　対策量の算定

4.1　一般事項
4.2　貯留施設の設計
4.3　浸透施設の設計
4.4　排水施設の設計

5.1　一般事項
5.2　施工管理（1）
5.3　施工管理（2）

6.1　教育施設の設計
6.2　公園の設計
6.3　事務所の設計
6.4　道路の設計
6.5　個人住宅タイプ施設の設計

 

図 1.2 技術指針の構成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第2章 豪雨対策とは 
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第2章 豪雨対策とは 

豪雨対策とは、河川整備、下水道整備、流域対策に加えて、浸水被害に関する情報や災

害発生時の体制の整備などのハード対策・ソフト対策を含めた施策全般である。 

（解説） 

近年、局地的集中豪雨が増加傾向にある。（図２．１） これは、市街化や開発の進展及

び田畑・緑地の減少により保水・遊水機能が低下したことが原因の 1 つとして考えられる。

（図 2.２） このような浸水被害を防止するためには、さらなる河川整備、下水道整備を進

めるとともに、短時間で一挙に雨水が河川・下水道等に流出しないよう、流域対策（雨水

流出抑制）を図るなど、河川流域全体での総合的な豪雨対策が必要である。 

 
出典：東京都豪雨対策基本方針（改定）（令和５年１２月） 

図2.１ 都内の時間 50 ミリ以上の降雨発生率の経年変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：公益財団法人雨水貯留浸透技術協会 

「雨水貯留浸透施設の設置に対する支援措置のご紹介」（平成 19 年度版） 

図 2.２ 市街化による雨水流出量増大のイメージ 
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区では、「世田谷区豪雨対策基本方針」および「世田谷区豪雨対策行動計画」を策定し、

この中で、「３つの基本的な視点」と「４つの具体的な取組み」を掲げ、「河川・下水道整備」

を担う東京都（多摩川は国）と連携して豪雨対策を進めている。（図 2.３）（図 2.４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：世田谷区豪雨対策基本方針 

図2.３ ３つの基本的な視点と４つの具体的な取組み 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
出典：世田谷区豪雨対策行動計画（改定） 

図 2.４ 豪雨対策のイメージ 

「避難方策」の強化

「家づくり・まちづくり対策」の促進

「流域対策」の強化

区内の各流域豪雨対策計画（改定）
の記載に一部加筆

「河川・下水道整備」
の推進
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第３章 計画 

3.1 雨水流出抑制の概念 
雨水流出抑制は、流域から河川や下水道等への流出を抑制するものであり､貯留・浸透

施設の機能に応じた流出抑制効果の評価を行う。 

（解説） 

雨水流出抑制は、有効雨量の減少を図るもので、浸透施設はベースカットを、貯留施

設は主としてピークカットの機能を果たす。（図 3.1） 

放
流

降 雨

有効雨量

浸透施設流入

浸透施設流出

貯留施設流出

損
失

流
出

(

ベ
ー
ス
カ
ッ
ト)

浸
透

（ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
）

貯
留

集水域

通常の下水道

浸透トレンチ

貯留
施設

r

r・ｆ

浸透施設
への流入

浸透施設
からの流出浸透

浸透施設
貯留

貯留施設
への流入

貯留施設
からの流出

貯留施設

浸透施設

貯留施設 浸透施設

 
図3.1 雨水貯留・浸透施設の水文モデル（概念図） 

ｒ：降雨強度 
ｆ：流出係数 
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3.2 貯留・浸透施設の設置手順 
3.2 に示す貯留・浸透施設の設置フローに従い、施設の設置を行う。 

計画立案

基本事項の確認

施設の施工等

施設の設計

2．浸透型か貯留型あるいはそれらの併用とするか
　・貯留、浸透施設の選択はP14等を参照
　・地盤、地質、地形、地下水の状況データ、建築面積、建築物の用途、構造、緑地の状況
　・設置費用、維持管理費用等の経済比較
　・放流先の下水道、河川等の状況を中心に施設の配置等を検討する

3．下水道、河川等への放流受け入れ能力の確認
　・下水道管理者や河川管理者等と別途協議が必要な場合は、適宜行う

2．貯留・浸透施設（芝地・植栽等を除く）の設計（各施設の能力については、本技術指針の「4.1」
を参照）
　・貯留施設・・・・・貯留池、貯留槽の設計
　・浸透トレンチ・・・1ｍ当たりの浸透量を参考とする（P37）
　・浸透ます・・・・・1個当たりの浸透量を参考とする（P38）
　・透水性舗装・・・・1㎡当たりの浸透量を参考とする（P68）
　・緑溝・・・・・・・1ｍ当たりの浸透量を参考とする（P40）
　・雨庭・・・・・・・1個当たりの浸透量を参考とする（P41～P42）
　・雨花壇・・・・・・1個当たりの浸透量を参考とする（P43）

3．緑地等の対策量及び貯留・浸透施設の能力≧必要対策量
　・ＮＧとなった場合は再度緑地等、貯留・浸透施設の設計

4．排水施設の設計
　・本技術指針の「4.4」を参照

5．排水量≦排水先下水道、河川等の排水能力（ＮＧとなった場合は、再度排水施設の設計）
　・必要に応じ、雨水流出抑制担当、下水道管理者、河川管理者等の確認を受ける

1．対象施設の確認
　・公共施設（国、都、区、機構等）
　・公園
　・道路（国、都、区）
　・鉄道事業者及び高速道路事業者の管理施設

・大規模民間施設
・小規模民間施設（建築確認を要するもの）
・私道

2．対象行為の確認
　・新築、改築、増築を行う施設
　・新設、改修を行う施設
　・雨水排水系統の大規模な改修時
　・都市計画法第4条12項に規定する開発行為に該当する施設
　・世田谷区建築物の建築に係る住環境の整備に関する条例に該当する施設
  ・その他、治水対策上設置が必要な施設

1．必要対策量の把握
　・世田谷区雨水流出抑制施設の設置に関する指導要綱
　・世田谷区建築物の建築に係る住環境の整備に関する条例

1．緑地等の設計
　・芝地・植栽等の緑地の設置

6．施設設計内容の確認

　施工、完了報告
　・区の雨水流出抑制担当へ報告、届出、現地確認を実施（必要に応じ）  

図3.2 貯留・浸透施設の設置フロー 
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「雨水流出抑制施設選択図」、世田谷区土砂災害ハザードマップ及

び、東京都の「大規模盛土造成地マップ（世田谷区）」を参考として、

浸透対策に適した地域であるか確認する。 

※ 地下水位と浸透施設の底面との距離が0.5ｍ以上あれば、浸透効果が期待できる。 

低地・傾斜地 等 

※地下水位と浸透施設の底面との距離が 0.5m 以上あれば、浸透効果が期待できる。 

 （公益社団法人雨水貯留浸透技術協会 増補改訂雨水浸透施設技術指針[案]調査・計画編より） 

 

3.3 貯留・浸透施設の選択 

貯留・浸透施設の選択は、「雨水流出抑制施設選択図」、世田谷区土砂災害ハザードマ

ップ、東京都の「大規模盛土造成地マップ（世田谷区）」（東京都都市整備局HP参照）等を

参考として、設置場所の地形並びに土地利用をもとに決定する。 

（解説） 

浸透施設は、表層地盤の透水性、地下水位、地形（台地、低地、傾斜地）などの条件を

総合的に判断して、浸透に適した場所に設置する。また、浸透施設の浸透効果は、地盤の

飽和透水係数や地下水位に影響されるので現地調査を通して把握する。浸透効果が期

待できない場合は貯留施設を設置する。 

貯留・浸透施設の選択フローを図3.3、雨水流出抑制施設選択図を図3.4に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図3.3 貯留・浸透施設の選択フロー 
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図3.4 雨水流出抑制施設選択図 

 

その他「世田谷区土砂災害ハザードマップ」及び 

東京都の「大規模盛土造成地マップ（世田谷区）」（※東京都都市整備局 HP参照）を参考とする。 
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3.4 対策量の算定 

3.4.1 必要対策量 

必要対策量は、対象となる敷地又は開発区域の面積に単位対策量を乗じたものとす

る。 

必要対策量（m3）＝対象となる敷地又は開発区域の面積（ha）×単位対策量（m3/ha） 

 
【単位対策量】 

単位対策量は、「世田谷区雨水流出抑制施設の設置に関する指導要綱」で示されてい

る値を用いる。（表3.1） 

流域対策推進地区は「世田谷区雨水流出抑制施設の設置に関する指導要綱施行細

目」によること。 

 

表3.1 区内の施設別単位対策量 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

目黒川エリア
北沢川エリア
烏山川エリア
蛇崩川エリア
神田川エリア
立会川エリア

   谷沢川エリア
   丸子川エリア
　    野川エリア
　  　仙川エリア
　    呑川エリア
九品仏川エリア
　 多摩川エリア

【流域対策推進地区】
 用賀３、４丁目・上用賀地区
　　　　 　鎌田１、２丁目地区
　　　　　　　　　上馬・弦巻地区
　　　　　　　 中町・上野毛地区
              尾山台・奥沢地区
　             　玉川・野毛地区

600

敷地面積3,000m2以上 600

敷地面積1,000m2以上
　　　　　　3,000m2未満

600 700 1,000

敷地面積1,000m2未満

300 500 600

  600              n

教育施設 1,000

単位対策量（m3/ha）

対象施設

公共施設（以下の施設を除く）

鉄道又は高速道路施設 300

大規模民間施設（敷地面積500m2以上） 600

小規模民間施設（敷地面積500m2未満） 300

公園

1,000

  600              n

道路

私道 300
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図3.5 世田谷区の河川流域の位置図 
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（参考）600m3/ha の対策量について 

降雨継続時間並びに洪水到達時間は、ほとんどの場合 1 時間に満たないため、必要と

される流出抑制能力は1時間の容量に換算して用いる。そのため、600m3/haの対策量

は以下に示すように、時間 60 ミリの降雨の処理量に相当する。 

 

600m3/ha の対策量＝時間60 ミリの降雨の処理量に相当 

 

 

図3.6 600m3/ha の対策量のイメージ 

 

3.4.2 緑地等による対策量 

敷地内に設ける緑地等の対策量は、緑地等の面積にその単位対策量を乗じて対策量と

してカウントすることができる。（詳しくは P22 の 4.1.７ 緑地等の浸透量を参照。） 

 
3.4.3 施設対策量 

雨水貯留・浸透施設による対策量を施設対策量とする。 

 

3.4.4 設置対策量 

緑地等による対策量と施設対策量の合計を設置対策量とし、設置対策量は必要対策量

を満足しなければならない。 

 

 
 

600m3/haの対策と

は、10,000m2の敷地

に雨が降り、その雨水

の高さが 60㎜になる

ときの雨水分を浸透又

は貯留により対策する

ことです。 
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第４章 設計 

4.1 一般事項 

4.1.1 設計手順 

貯留・浸透施設の設計は、原則として計画降雨と河川・下水道等の流下能力により、

緑地等の面積や貯留・浸透施設の規模を決定し､オリフィスの排水設計を行う。 

（解説） 

貯留・浸透施設の設計は、図 4.1 のように行う。すなわち、流域における計画降雨と河

川・下水道等の流下能力との差から必要対策量を決定し､緑地等の浸透域や貯留・浸透

施設の規模を算定する。また、オリフィスの排水量は河川・下水道等の流下能力に対応さ

せ、計画降雨に対する流出抑制量とオリフィスの排水量の関係を概念的に示したものが

図 4.2 である。図 4.2 の縦軸は降雨強度（mm/hr）であり、横軸は時間（hr）である。し

たがって、面積は降雨量（mm）となる。この図では、流出抑制量が貯留施設では貯留高

に相当する降雨量で表現され、浸透域や浸透施設では浸透量に相当する降雨強度で表

現される。オリフィスの排水量（放流量）と河川・下水道等の流下能力は共に降雨強度で

表現され、次式が成り立つ。ただし、単位は(1)、(3)で mm/hr、(2)で mm である。 

 

（1）流域の計画降雨強度＝貯留・浸透施設の流出抑制量＋オリフィスの放流量（排水量） 

（2）流出抑制量＝緑地等の浸透量（貯留換算量）＋貯留施設の貯留量 

＋浸透施設の浸透量（貯留換算量） 

（3）オリフィスの放流量≦河川・下水道等の流下能力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1 設計手順 

 

 

 

 

計 画 降 雨

必 要 対 策 量

流 出 抑 制 量

オンサイト施設の規模

河川・下水道等の流下能力

オリフィスの排水量
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図 4.2 流出抑制の概念図 

 

4.1.２ 貯留施設 

貯留施設は、貯留部と排水部からなる施設とする。 

（解説） 

貯留施設は、図4.3 に示すように、貯留部と排水部からなるものを標準とする。貯留部

は安全水深を考慮し､排水部はオリフィスの構造とする。貯留の対象となる敷地は、公共

下水道（ないしは河川等）に接続できる地盤高がなければならない。（ただし、地下貯留の

場合はこの限りではない） 

貯留部 貯留堤

降雨水

排水部 放流水

放流口
 

図 4.3 貯留施設のモデル 

排
水
量
（放
流
量
）
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フ
ィ
ス

流
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量
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透
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流
（流
下
能
力
）

降
雨
強
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時間

緑
地
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4.1.３ 浸透施設 

浸透施設は、集水部と浸透部からなる施設とする。 

（解説） 

浸透施設は、図 4.4 に示すように、集水部と浸透部からなる。浸透部は浸透能が高く、

地盤の変形の恐れがない場所を選択する。浸透施設は総流出量を減少させ、流域の保

水機能を増加させる効果があり、貯留施設と併用させることで、かん水頻度の減少と排

水時間の短縮等で、貯留施設の効果を増大させる。 

 

集水部

降雨水

浸透部

浸透水  

図 4.4 浸透施設のモデル 

 

4.1.４ 調節方式 

貯留施設からの雨水の調節方式は、自然放流方式あるいはポンプ排水方式が採用さ

れる。 

（解説） 

貯留施設等は、集水面積が小さいため、降雨開始から流出発生までの時間が極めて

短いので、雨水流出の調節方式は自然放流方式とし、確実な調節機能がなければならな

い。ただし、東京都内では土地利用の制約から地下貯留が利用される例も多いため、地

下貯留の場合は、的確なポンプ操作が確保されなければならない。 

 

4.1.５ 放流量とたん水時間 

貯留施設からの放流量及び放流孔は、貯留可能容量を超えないよう、かつ、降雨終

了後の排水が一定時間で完了するよう設定することを原則とする。更に、放流先水路流

下能力を上回らないよう配慮する。 
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（解説） 

（1）貯留施設は、流域に分散して配置され、各施設共、貯留可能量と集水面積の関係が異

なるため、一律に放流比流量（単位面積あたりの放出量）を設定すると、施設によっては

貯留可能容量を利用しきれないもの、あるいは容量が不足のためいっ水するものが出

てくる。貯留施設の規模や排水路の状況によっては、本文中に示した考え方は、必ずし

も効率がよいとは限らないが、必要調節容量が施設本来の機能から定まる貯留可能容

量を超えないよう、また、降雨終了後は、できるだけ早く貯留施設の設置場所における

本来の利用機能を回復することが必要である。 

（2）たん水時間は、主に放流孔の大きさによって決まり、これが小さいほど必要調節容量、 

たん水時間ともに増大する。従来の事例によると、降雨終了後のたん水時間は 12 時間

程度におさえるように設計されている例が多い。 

 

4.1.６ 貯留施設の貯留量 

貯留施設の貯留量は貯留施設の容量を用いて算出する。 

（解説） 

貯留施設の貯留量は、計画貯留水位以下の容量を用いて算出する。 

 

4.1.７ 緑地等の浸透量 

緑地等の浸透量は、単位浸透量と浸透域の面積を用いて算出する。 

（解説） 

緑地等の浸透量は、東京都雨水貯留・浸透施設技術指針における土地利用別浸透能

評価を参考に、芝地・植栽等では 0.05m3/㎡・hr、裸地・グラウンドでは 0.002m3/㎡・

hr を単位浸透量とする。 

また、世田谷区みどりの基本条例第 26 号第１項に規定するみどりの保全及び創出に

関する計画書を届け出た場合には、緑地等の面積を地上部基準緑化面積に変えること

ができ、地上部基準緑化面積に 0.03m3/㎡の単位浸透量を乗じた値を緑地等の浸透

量とすることができる。 

（例）植栽が 50 ㎡、裸地が 100 ㎡、地上部基準緑化面積が 80 ㎡である場合 

 植栽による浸透量  50 ㎡×0.05 m3/㎡・hr＝2.5m3 

 裸地による浸透量 100 ㎡×0.002m3/㎡・hr＝0.2m3 

よって 2.5＋0.2＝2.7m3 を緑地等の浸透量とする。 

もしくは地上部基準緑化面積を用い、80 ㎡×0.03m3/㎡・hr＝2.4m3 を採用するこ

とができる。 

 

また、参考に東京都雨水貯留・浸透施設技術指針に記載がある「土地利用別浸透能

評価」を、表 4.1 に示す。 
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表 4.1 土地利用別浸透能評価 

 

 

 

 

 

 

 

 

4.1.８ 浸透施設（緑地等を除く）の浸透量 

浸透施設の浸透量は、比浸透量と飽和透水係数を用いて算出する。 

（解説） 

（１） 浸透量の算出方法 

浸透施設の浸透量は、公益社団法人雨水貯留浸透技術協会で採用されている考え

方を利用して算出する。浸透施設の種類によって単位浸透量に、浸透トレンチ・浸透側

溝・緑溝は設置延長、浸透ます・雨庭・雨花壇は設置箇所数を乗じて求める。 

 

浸透施設浸透量（m3/hr） 

＝単位浸透量（Qｆ）×施設設置延長（あるいは設置箇所数） 

＝影響係数（Ｃ）×比浸透量（K）×飽和透水係数（ｆ）×施設設置延長 

（あるいは設置箇所数） 

 

ここで、C：影響係数（地下水位の影響 0.9、目詰まりの影響 0.9 を考慮して 0.81

とする） 

Qｆ：浸透施設（1m、箇所あるいは 1m2 当たり）の単位浸透量（m3/hr） 

K：浸透施設の比浸透量（m2） 

ｆ：土壌の飽和透水係数（m/hr） 

  

土地利用 浸透能（ｍｍ/hｒ） 評価 

畑地 130～ 

良好 

林地 60～ 

芝地 50～ 

植栽 14～100（50） 

草地 18～23（20） 

裸地 1～8（２） 

不良 グラウンド 2～10（2） 

造成地 2～50（2） 

透水性舗装 20（歩道）、50（駐車場） ― 

（ ）は採用値。 

注．透水性舗装は、本指針では貯留換算して評価している。 
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具体的には、次のようにして雨水浸透施設の浸透量を計算する。 

【単位浸透量の算定手順】 

①  飽和透水係数（ｆ）を設定する。（P3１参照） 

②  設置施設の比浸透量（Ｋ）を、雨水浸透施設の形状と設計水頭をパラメーターとす

る基本式より求める。 

③  飽和透水係数（Ｐ3１参照）に、①で求めた設置施設の比浸透量（Ｋ）を乗じ、更に

影響係数（Ｃ）を考慮して設置施設の単位浸透量（Ｑｆ）を算定する。 

単位浸透量（Ｑｆ）＝影響係数（Ｃ）×比浸透量（Ｋ）×飽和透水係数（ｆ） 

【浸透量の算出方法】 

得られた単位浸透量に施設設置延長（あるいは設置箇所数、池面積）を乗じて、全浸

透量を算出する。 

雨水浸透施設浸透量（m3/hr）＝ 

単位浸透量（Ｑｆ）×施設設置延長（あるいは設置箇所数、池面積） 
注：透水性舗装（透水性平板舗装）は、目詰まり等により機能が低下するため、従来から貯留量（歩道

20㎜）で扱われており、本指針でも貯留量で評価する。 

 

＜浸透施設の比浸透量（Ｋ）について＞ 

浸透施設の比浸透量（Ｋ）は、施設の形状と設計水頭より、「雨水浸透施設技術指

針（案）調査・計画編」（公益社団法人雨水貯留浸透技術協会）に記載される表 4.2 

(1)～表 4.2 (4)の基本式を用いて算出することができる。 
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表 4.2 (1) 比浸透量（Ｋ）の算定 
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表 4.2(2) 比浸透量（Ｋ）の算定 
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表 4.2(3) 比浸透量（Ｋ）の算定 
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表 4.2(4) 比浸透量（Ｋ）の算定 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

注
）
施
設
幅

(
W
）
が
上
記
施
設
幅
の
間
に
く
る
場
合
、
例
え
ば

W
＝

7
.5

m
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
、
W
＝

5
m
と

W
＝

1
0

m
に
お
い
て
実
施

設
の
Ｘ
の
値
を
用
い
て
比
浸
透
量
の
計
算
を
行
い
、
施
設
幅

(
W
）
に
対
し
、
比
例
配
分
し
て
比
浸
透
量

(K
)
を
求
め
る
。
 

Ｗ
＝

5
ｍ

Ｗ
＝

1
0
ｍ

Ｗ
＝

2
0
ｍ

Ｗ
＝

3
0
ｍ

Ｗ
＝

4
0
ｍ

Ｗ
＝

5
0
ｍ

a
1
.9

4
Ｘ

-0
.3

28
2
.2

9
Ｘ

-0
.3

97
2
.3

7
Ｘ

-0
.4

88
2
.1

7
Ｘ

-0
.5

18
1
.9

6
Ｘ

-0
.5

54
1
.7

6
Ｘ

-0
.6

09

b
7
.5

7
1
3
.8

4
2
6
.3

6
3
9
.7

5
5
1
.1

6
6
3
.5

0

c
－

－
－

－
－

－

Ｘ
は

幅
（
Ｗ

）
に

対
す

る
長

辺
長

さ
（
Ｌ
）
の

倍
率

を
示

す
。

Ｘ
＝

Ｌ
/
Ｗ

Ｘ
の

適
用

範
囲

は
1
～

5
倍

の
間

と
す

る
。

適
用

範
囲

を
超

え
る

場
合

、
施

設
を

適
用

範
囲

内
で

分
割

し
た

形
で

比
浸

透
量

を
算

定
す

る
。

算
定

式
の

適
用

範
囲

の
目

安

0
.5

ｍ
≦

Ｈ
≦

5
ｍ

Ｋ
＝

（
aＨ

＋
ｂ
）
Ｌ

Ｈ
：
設

計
水

頭
（
ｍ

）
、

Ｌ
：
長

辺
長

さ
（
ｍ

）
、

Ｗ
：
施

設
幅

（
ｍ

）

設
計

水
頭

施
設

規
模

基
本

式

係 数

備
考

底
面

大
型

貯
留

浸
透

槽
施

設

浸
透

面

模
式

図

⑨



第 4 章 設計 

 - 29 - 

表 4.2(5) その他の浸透施設比浸透量（K）の計算方法 

【参考 前出算定式の施設に該当しないタイプの浸透施設の比浸透量の計算方法】 

①浸透ます 
施設幅・径が同一であれば、標準施設の比浸透量を利用して、当該施設の比浸透量

を算定することができる。 
側面浸透施設のみ：（側面及び底面の比浸透量）－（底面のみの比浸透量） 
付加水圧がかかる：標準的な施設に対する静水圧の比により算定 

②浸透トレンチ 
施設幅・径が同一であれば、当該施設の比浸透量は、標準的な施設との静水圧の比

を補正係数として、次式で算定できる。 
比浸透量＝標準施設の比浸透量×補正係数 

ここに、 補正係数＝当該施設の静水圧／標準施設の静水圧 
 

4ケース（A：片面浸透なし、B：底面浸透のみ、C：側面浸透のみ、D：付加水圧がかか
る）の静水圧と補正係数を表－aに、計算例を算定手順とともに表－bに示す。ただし、静
水圧そのものの値を計算する必要はなく、施設の単位長さ当たりに作用する静水圧を単
位体積重量で除した値（単位はm2）で表記し、静水圧指標と称す。 

浸透施設のタイプ 

 

表－a 静水圧及び補正係数 

標準施設 該当施設
A：片面浸透なし H2／2＋WH (H/2＋W)/(H＋W）
B：底面浸透のみ WH W/(H＋W）
C：側面浸透のみ H2 H/(H＋W）
D：付加水圧がかかる H(H＋2h)＋W(H＋h） (H(H＋2h)＋W(H＋h))/(H(H＋W))

区　分
静水圧／ρg（単位長さ当たり）

（静水圧指標、m2）

H（H＋W）

補 正 係 数

 

 

算定手順 
① 標準施設（浸透トレンチ）の比浸透量：K＝aH＋b＝3.093H＋（1.34W＋0.677） 

ここに、 H：設計水頭（m） W：底面幅（m） 
② 補正係数：表－a参照 
③ 当該施設の比浸透量：標準施設の比浸透量×補正係数＝①×② 

表－b 比浸透量の計算例 

設計水頭
高　さ

H

付加水圧
の水位

h

底面幅

W

比浸透量

K（m2）
①

静水圧
指　標

（m2）

静水圧
指　標

（m2）

補　正
係　数

②

比浸透量

K（m2）
③

A：片面浸透なし － 0.48 0.73 2.338
B：底面浸透のみ － 0.30 0.45 1.441
C：側面浸透のみ － 0.36 0.55 1.762
D：付加水圧がかかる 0.1ｍ 0.83 1.26 4.036

区　分

当 該 施 設

3.20 0.66

施設の形状など

0.6ｍ 0.5ｍ

標準施設

 

※浸透ます（標準施設）  2Ｈ２Ｗ+ＨＷ２   2Ｈ２Ｗ+ＨＷ２            1 
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③設計水頭が適用範囲を超える場合の比浸透量の算定 

施設規模が 1ｍ未満（正方形ますは 1ｍ以内）の円筒ます・正方形ますの側面及び底面

から浸透させる浸透施設で、設計水頭が 1.5ｍを超える場合は、設計水頭Ｈ１＝1.0ｍの標

準施設及び設計水頭Ｈ２＝1.5ｍの標準施設２の比浸透量を求め、静水圧指標の比例配分

によって、当該施設の比浸透量を算定する。 

以下に、Ｗ＝0.5ｍ、設計水頭Ｈ３＝2.0ｍの正方形ますの比浸透量の計算手順を示す。 

 

算定手順 

①標準施設１の比浸透量：Ｋ１＝(0.120Ｗ+0.985)・Ｈ１
２+（7.837Ｗ+0.82）・H1 

+（2.858W－0.283）＝6.930ｍ２ 

 ②標準施設１の静水圧指標：Ｐ１＝2Ｈ１
2・Ｗ＋Ｈ１・Ｗ２＝1.250ｍ２ 

 ③標準施設２の比浸透量：Ｋ２＝(0.120Ｗ+0.985)・Ｈ２
２+（7.837Ｗ+0.82）・H２ 

+（2.858W－0.283）＝10.605ｍ２ 

④標準施設２の静水圧指標：Ｐ２＝2Ｈ２
2・Ｗ＋Ｈ２・Ｗ２＝2.625ｍ２ 

 ⑤静水圧指標（ｍ２）と比浸透量（ｍ２）の相関式を作成する。 

  下図参照：Ｋ＝2.6731Ｐ+3.5881 

 ⑥当該施設の静水圧指標：Ｐ＝2Ｈ３
2・Ｗ＋Ｈ３・Ｗ２＝4.500ｍ２ 

 ⑦⑤の相関式より当該静水圧指標⑥における比浸透量Ｋを求める。 

   Ｋ＝2.6731×4.500+3.5881＝15.617ｍ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：雨水浸透施設技術指針[案]調査・計画編 公益社団法人雨水貯留浸透技術協会 
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（2） 飽和透水係数 

１） 飽和透水係数の設定 

飽和透水係数については、P15「雨水流出抑制施設選択図」において、浸透施設の設

置に適した区域では「東京都雨水貯留・浸透施設技術指針」に示されている飽和透水

係数 0.14 を用いる。浸透施設の設置に際して調査が必要な区域では、基本的に貯留

施設の設置を考えるが、浸透施設を設置する場合は、飽和透水係数を調査する。 

なお、砂防指定地、急傾斜地崩壊危険区域、地すべり防止区域等の法令指定地では

浸透施設を設置することはできない。 

 

表 4.3 飽和透水係数 

分 類 飽和透水係数 備 考 

浸透施設の設置

に適した区域 
0.14（m/hr）※1 

 

浸透施設の設置

に際して調査が必

要な区域 

浸透効果を調査し、飽和透水係数を設定する。（急傾

斜地崩壊危険区域等の法令指定地では設置できない

ので、指定状況を確認） 

 

※1 なお、浸透効果を調査して、独自に飽和透水係数を設定することができる。 
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2） 飽和透水係数の設定根拠 

① 他の機関等で利用されている飽和透水係数 

図 4.5 に示すように関東ローム層における飽和透水係数は、平均的に見ると 

（2～4）×10-5m/s（0.072～0.144m/hr）程度に集中している。 

 

図 4.5 関東ローム層地盤の飽和透水係数 
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② 東京都の旧技術指針での飽和透水係数 

旧東京都雨水貯留・浸透施設技術指針（以下、旧技術指針という。）で利用されて

いる設計浸透能から飽和透水係数を逆算した。旧技術指針では、浸透ます（設計水

頭 0.93ｍ、幅 1.0ｍ）、浸透トレンチ（設計水頭 0.75ｍ、幅 0.75ｍ）の設計浸透能と

して、以下の数値が用いられている。 

 

表 4.4 浸透施設（浸透ます、浸透トレンチ）の設計浸透能 

浸透層の地質 設計浸透能 

新期ローム、黒ぼく 0.7 

砂礫 1.0 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.6 浸透ますの構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.7 浸透トレンチの構造 

 

 

ＧＬ ∇ 

ＧＬ ∇ 設計水頭：h2＋h3 

幅：C 

設計水頭：B＋C 

幅：L 
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これにより、次式を用いて飽和透水係数を逆算する。 

雨水浸透施設単位浸透量＝影響係数（Ｃ）×比浸透量（Ｋ）×飽和透水係数（ｆ） 

まず､比浸透量（Ｋ）を比浸透量の算定式を用いて算出する。 

 

浸透ますの比浸透量 

ａ＝0.120×幅＋0.985＝1.105 

ｂ＝7.837×幅＋0.82＝8.657 

ｃ＝2.858×幅－0.283＝2.575 

Ｋ＝1.105×水頭 2＋8.657×水頭＋2.575 

＝1.105×0.932＋8.657×0.93＋2.575＝11.582 

 

浸透トレンチの比浸透量 

ａ＝3.093 

ｂ＝1.34×幅＋0.677＝1.682 

Ｋ＝3.093×水頭＋1.682＝3.093×0.75＋1.682＝4.002 

 

次に、飽和透水係数を次式により算出する。 

飽和透水係数＝雨水浸透施設単位浸透量÷（影響係数×比浸透量） 

得られた飽和透水係数を平均的にみれば、新期ローム、黒ぼくで 0.146m/hr、

砂礫で 0.208m/hr となる。 

 

表 4.5 飽和透水係数 

施設 新期ローム、黒ぼく 砂礫 

浸透ます 0.7÷0.81÷11.582＝0.075m/hr 1.0÷0.81÷11.582＝0.107m/hr 

浸透トレンチ 0.7÷0.81÷4.002＝0.216m/hr 1.0÷0.81÷4.002＝0.308m/hr 

平均 0.146m/hr 0.208m/hr 
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③ 東京都台地で採用する飽和透水係数 

東京都台地の透水層はローム層であるので、東京都台地の飽和透水係数は、関

東ロームの飽和透水係数の平均値（2～4）×10-5m/ｓ（0.072～0.144m/hr）、旧

技 術 指 針 の 飽 和 透 水 係 数 （ 0.146 ～ 0.208m/hr ） よ り 、 4×10-5m/ ｓ

（0.144m/hr≒0.14m/hr）が採用できると考えられる。 

 

表 4.6 東京都台地の飽和透水係数 

分 類 地 形 飽和透水係数（m/hr） 備 考 

浸透対策に適し

た地域 台 

地 

立川ローム 

0.14   
武蔵野ローム層 

多摩ローム層 

下末吉ローム層 

浸透対策に地形

条件等の勘案が

必要な地域 

山地、沖積低地、 

人工改変地 

浸透効果を調査し、飽和透水係数を設定

（急傾斜地崩壊危険区域等の法令指定地

では設置できないので、指定状況を確認） 

  

 

（3） 浸透施設（芝地・植栽等を除く）の空隙貯留量 

浸透施設（芝地・植栽等を除く）は、浸透機能の他にます本体や充填材の空隙を利

用した貯留機能を評価することが可能である。浸透施設の空隙貯留量は、以下のよう

に算出する。 

 

浸透施設の空隙貯留量（m3）＝透水管やます本体の体積＋充填材の体積×空隙率 

 

充填材は砕石を標準とする。（道路）浸透ます、浸透トレンチ、浸透側溝については、

施設本体の有効径より大きく、空隙率が高い単粒度砕石 20～40mm の使用が標準

的である（表４．７参照）。 

表 4.7 単粒度砕石の種類（JIS規格より） 

呼び名 粒度範囲（mm） 

S-40（３号） 40～30 

S-30（４号） 30～20 

 

充填材の空隙率は、使用する砕石の大きさによるが、単粒度砕石 S-40 と同程度の

粒度を用いることを前提に 30～40％程度である（「雨水浸透施設技術指針（案）調

査・計画編」（公益社団法人雨水貯留浸透技術協会）による）ので、平均的に 35％を

用いることができる。なお、充填材の空隙率を証明できる資料があれば、証明される空

隙率を用いることもできる。 
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(4) 浸透量の貯留量換算 

流域対策は、貯留・浸透で対応するため、緑地等の浸透量や浸透施設の能力を貯留

施設と等価に評価することが必要になる。そこで、標準等危険度線の考え方を応用し

て、浸透量を貯留量に換算する。換算式は次式で表現される。 

Ｓ＝Ｉ・ｔ（Ｉ≦計画降雨強度） 

ただし、Ｓ：貯留換算量（m3）、Ｉ：緑地及び浸透施設の浸透量（m3/hr）、 

ｔ：降雨継続時間（＝1hr） 

以上より、標準等危険度線の考え方を応用すると、浸透量は貯留量と等価に評価す

ることができる。すなわち、図4.8の左図に示すようにハイエトグラフ上においてピーク

カットの面積は貯留量に相当し､それは浸透量と降雨継続時間の積に等しい。したが

って、図4.8 の右図に示すように横軸に浸透量を縦軸に貯留換算量をとれば、両者は

正比例の関係になり、10m3/ha＝1mm が成り立つ。なお、洪水到達時間（降雨継続

時間）を 1 時間としたのは、河道の整備状況と計算の容易さを考慮したためである。 

 

ｍ3/ha ㎜
1,000 100

ｔ＝1hr

S＝Ｉ・ｔ

貯
留
換
算
量

500 50

00
50 100

㎜/hr

ｙ

ｘ

貯留量S

S＝Ｉ・ｔ

放
流
量

時 間

ｙ

ｘ
時 間

浸
透
量
Ｉ 降雨継続

時間ｔ

〔 ハイエトグラフのピークカット 〕 〔 浸透量の貯留換算式 〕

 

図 4.8 浸透施設の貯留換算 

 

(5) 浸透施設（芝地・植栽等を除く）の単位貯留・浸透量 

浸透施設（芝地・植栽等を除く）の単位貯留・浸透量は単位浸透量と空隙貯留量の合

計値とする。 

 

浸透施設の単位貯留・浸透量(m3/hr)＝単位浸透量(m3/hr)＋空隙貯留量（m3） 

 

浸透施設の単位貯留・浸透量の算出例を次頁以降に示し、土壌の飽和透水係数が

0.14m/hr の場合の各浸透施設の単位貯留・浸透量を表 4.8～表 4.12 に示す。 

 

 

浸透量 
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浸透トレンチの単位貯留・浸透量算出例 

【地下透水管（Ⅰ型）（400×400）】世田谷区標準構造図集 P 区 138 

条件 土壌の飽和透水係数：0.14m/hr 

A＝0.20m、B＝0.40m、W＝0.40m 

設計水頭 H＝B＝0.40m 

           

Ａ

Ｂ

Ｗ

Ｄ

 

①単位浸透量の算出 

単位浸透量は以下の式により算出する。 

単位浸透量（Qｆ）＝ 影響係数（C）×比浸透量（K）×飽和透水係数（ｆ） 

ここで、C：影響係数（地下水位の影響 0.9、目詰まりの影響 0.9 を考慮して 0.81 とする） 

Qｆ：浸透施設（1m、1 箇所あるいは 1m2 当たり）の単位浸透量（m3/hr） 

K：浸透施設の比浸透量（m2） 

ｆ：土壌の飽和透水係数（m/hr） 

トレンチの比浸透量の算出式は P.25 表 4.2(1)②より 

比浸透量（K）＝aH＋b＝3.093×0.4＋1.34×0.4＋0.677＝2.450（m2） 

ここで、a＝3.093、b＝1.34W＋0.677 

単位浸透量は、 

単位浸透量＝影響係数（C）×比浸透量(K) ×飽和透水係数(ｆ)＝0.81×2.450（m2）×0.14 

＝0.277m3/（m・hr） 

②空隙貯留量の算出 

空隙貯留量は以下の式により算出する。 

空隙貯留量（m3/m）＝浸透トレンチの貯留量（m3/m）＋砕石貯留量（m3/m） 

浸透トレンチ管の貯留量＝3.14×（0.15÷2）2＝0.017（m3/m） 

砕石貯留量＝（0.4×0.4－0.017）×0.35（砕石の空隙率 35％）＝0.050（m3/m） 

空隙貯留量（m3/m）＝0.017（m3/m）＋0.050（m3/m）＝0.067（m3/m） 

③浸透トレンチの単位貯留・浸透量 

以上より、【地下透水管（Ⅰ型）（400×400）】の単位貯留・浸透量は 

0.344m3/m･hr（＝0.277＋0.067）となる。 
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浸透ますの単位貯留・浸透量算出例 

【浸透Ｕ形ます（ポーラスコンクリート）（400 用）】世田谷区標準構造図集 P 区 144 

条件 土壌の飽和透水係数：0.14m/hr 

h1＝0.40m、h2＝0.75m、h3＝0.10m、W＝0.82m、ますの深さ＝0.60m 

設計水頭 H＝h2＋h3＝0.85m 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①単位浸透量の算出 

単位浸透量は以下の式により算出する。 

単位浸透量（Qｆ）＝影響係数（C）×比浸透量（K）×飽和透水係数（ｆ） 

ここで、C：影響係数（地下水位の影響 0.9、目詰まりの影響 0.9 を考慮して 0.81 とする） 

Qｆ：浸透施設（1m、1 箇所あるいは 1m2 当たり）の単位浸透量（m3/hr） 

Ｋ：浸透施設の比浸透量（m2） 

ｆ：土壌の飽和透水係数（m/hr） 

正方形ます（W≦1m）の算出式は P.26表 4.2(2)⑤より 

比浸透量（K）＝aH2＋bH＋c 

＝（0.120×0.82＋0.985）×0.852＋（7.837×0.82＋0.82）×0.85 

＋2.858×0.82－0.283＝9.002m2） 

ここで、a＝0.120W＋0.985、b＝7.837W＋0.82、c＝2.858W－0.283 

単位浸透量は、 

単位浸透量＝影響係数（C）×比浸透量(K)×飽和透水係数(ｆ)＝0.81×9.002（m2）×0.14 

＝1.020m3/（箇所・hr） 

 

②空隙貯留量の算出 

空隙貯留量は以下の式により算出する。 

空隙貯留量（m3/箇所）＝浸透ますの貯留量（m3/箇所）＋砕石貯留量（m3/箇所） 

浸透ますの貯留量＝0.4×0.4×0.6＝0.096（m3/箇所） 

砕石貯留量＝（0.82×0.82×0.75－（0.4×0.4×0.6））×0.35（砕石の空隙率 35％） 

＝0.142（m3/箇所） 

空隙貯留量（m3/個）＝0.096（m3/箇所）＋0.142（m3/箇所）＝0.238（m3/箇所） 

 

③浸透ますの単位貯留・浸透量 

以上より、【浸透Ｕ形ます（ポーラスコンクリート）（400 用）】の単位貯留・浸透量は 

1.258m3/箇所・hr（＝1.020＋0.238）となる。 

ｈ1 

ｈ2 

ｈ3 

 

単粒度砕石 

洗砂 

本体 

ＧＬ ∇ ＧＬ ∇ 
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浸透U形溝の単位貯留・浸透量算出例 

【浸透 U 形溝（300 用）】世田谷区標準構造図集 P 区 140 

条件 土壌の飽和透水係数：0.14m/hr 

A＝0.15m、B＝0.44m、C＝0.05m、W＝0.60m 

設計水頭 H＝B＋C＝0.49m 

       砂(しゃ断層用砂)

30050

50

100 100

80
150

150

透水シート

単粒度砕石（S-30）

浸透Ｕ型溝(ﾎﾟｰﾗｽ又は有孔ｺﾝｸﾘｰﾄ)

鉄筋コンクリート蓋又は特Ｌ(厚80)

コンクリート（BB182B）

50

300

440

60

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｗ

 

①単位浸透量の算出 

単位浸透量は以下の式により算出する。 

単位浸透量（Qｆ）＝影響係数（C）×比浸透量（K）×飽和透水係数（ｆ） 

ここで、C：影響係数（地下水位の影響 0.9、目詰まりの影響 0.9 を考慮して 0.81 とする） 

Qｆ：浸透施設（1m、1 箇所あるいは 1m2 当たり）の単位浸透量（m3/hr） 

Ｋ：浸透施設の比浸透量（m2） 

ｆ：土壌の飽和透水係数（m/hr） 

浸透 U 形溝の比浸透量の算出式は P.2５表 4.2(1)②より 

比浸透量（K）＝aH＋b＝3.093×0.49＋1.34×0.6＋0.677＝2.996（m2） 

ここで、a＝3.093、b＝1.34W＋0.677 

単位浸透量は、 

単位浸透量＝影響係数（C）×比浸透量(K) ×飽和透水係数(ｆ) 

＝0.81×2.996（m2）×0.14＝0.339m3/（m･hr） 

 

②空隙貯留量の算出 

空隙貯留量は以下の式により算出する。 

空隙貯留量（m3/m）＝浸透 U 形溝の貯留量（m3/m）＋砕石貯留量（m3/m） 

浸透 U 形溝の貯留量＝0.30×（0.30－0.07）＝0.069（m3/m） 

砕石貯留量＝（0.6×0.44－0.3×0.23）×0.35（砕石の空隙率 35％） 

＝0.068（m3/m） 

空隙貯留量（m3/m）＝0.069（m3/m）＋0.068（m3/m）＝0.137（m3/m） 

③浸透U形溝の単位貯留・浸透量 

以上より、【浸透 U 形溝（300 用）】の単位貯留・浸透量は 

0.476m3/m･hr（＝0.339＋0.137）となる。 
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２ｗ 40 / 81 

 

 

 

 

緑溝の単位貯留・浸透量算出例 

【緑溝（300 用）】 単位：m3/m･hr 

条件 土壌の飽和透水係数：0.14m/hr、砕石等層に用いる砕石等の空隙率：35％ 

施設幅（砕石等層幅）w＝0.30m、砕石等層高 h＝0.30ｍ、設計水頭 H＝0.30m 

砕石等層高

h=0.30m

砕石等

透水シート

ＧＬ ▽

l=1.0m

断面図 平面図

施設幅

（砕石等層幅）

w=0.3m

施設幅

（砕石等層幅）

w=0.3m

の流入
集水等
屋根

の流入
集水等
屋根

（砕石等）
導水層

（砕石等）
導水層

 

①単位浸透量の算出 

単位浸透量は以下の式により算出する。 

単位浸透量（Qｆ）＝影響係数（C）×比浸透量（K）×飽和透水係数（ｆ） 

ここで、C：影響係数（地下水位の影響 0.9、目詰まりの影響 0.9 を考慮して 0.81 とする） 

Qｆ：浸透施設（1m、1 箇所あるいは 1m2 当たり）の単位浸透量（m3/hr） 

K：浸透施設の比浸透量（m2） 

ｆ：土壌の飽和透水係数（m/hr） 

緑溝の比浸透量の算出式は P.2５表 4.2(1)②より 

比浸透量（K）＝aH＋b＝3.093×0.3＋1.34×0.3＋0.677＝2.006（m2） 

ここで、a＝3.093、b＝1.34W＋0.677 

単位浸透量は、 

単位浸透量＝影響係数（C）×比浸透量(K) ×飽和透水係数(ｆ) 

＝0.81×2.006（m2）×0.14 

＝0.227m3/（m・hr） 

 

②空隙貯留量の算出 

空隙貯留量は以下の式により算出する。 

空隙貯留量（m3/m）＝緑溝の貯留量（m3/m） 

緑溝の貯留量＝0.3×0.3×0.35（砕石等の空隙率 35％）＝0.031（m3/m） 

 

③緑溝の単位貯留・浸透量 

以上より、【緑溝（300 用）】の単位貯留・浸透量は 

0.258m3/m･hr（＝0.227＋0.031）となる。 

導水層については P78 参照 
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雨庭(1)周囲植栽型の単位貯留・浸透量算出例 

【雨庭(1)周囲植栽型（100 用）】 単位：m3/箇所･hr 

条件 土壌の飽和透水係数：0.14m/hr、砕石等層に用いる砕石等の空隙率：35％ 

施設幅（砕石等層幅）w＝1.0m、砕石等層高 h=0.10m、設計水頭 H＝0.10m 

砕石等層高

h=0.10m

ＧＬ ▽

砕石等透水シート

断面図 平面図

砕石等

透水シート

施設幅（砕石等層幅）w=1.0m

施設幅(砕石等層幅)w=1.0m

施設幅

（砕石等層幅）

w=1.0m

の流入
集水等
屋根

の流入
集水等
屋根

 

①単位浸透量の算出 

単位浸透量は以下の式により算出する。 

単位浸透量（Qｆ）＝影響係数（C）×比浸透量（K）×飽和透水係数（ｆ） 

ここで、C：影響係数（地下水位の影響 0.9、目詰まりの影響 0.9 を考慮して 0.81 とする） 

Qｆ：浸透施設（1m、1 箇所あるいは 1m2 当たり）の単位浸透量（m3/hr） 

K：浸透施設の比浸透量（m2） 

ｆ：土壌の飽和透水係数（m/hr） 

雨庭緑溝(1)周囲植栽型の算出式は P.2６表 4.2(2)⑤より 

比浸透量（K）＝aH2＋bH＋c 

＝（0.120×1.00＋0.985）×0.102＋（7.837×1.00＋0.82）×0.10 

＋2.858×1.00－0.283＝3.451 

ここで、a＝0.120W＋0.985、b＝7.837W＋0.82、c＝2.858W－0.283 

単位浸透量は、 

単位浸透量＝影響係数（C）×比浸透量(K) ×飽和透水係数(ｆ) 

＝0.81×3.451（m2）×0.14＝0.391m3/（m2・hr） 

 

②空隙貯留量の算出 

空隙貯留量は以下の式により算出する。 

空隙貯留量（m3/m2）＝雨庭(1)周囲植栽型の貯留量（m3/m2） 

雨庭(1)周囲植栽型の貯留量＝1.00×1.00×0.10×0.35（砕石等の空隙率 35％） 

＝0.035（m3/m2） 

 

③雨庭(1)周囲植栽型の単位貯留・浸透量 

以上より、【雨庭(1)周囲植栽型（100 用）】の単位貯留・浸透量は、 

0.426 m3/箇所･hr（＝0.391＋0.035）となる。 
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雨庭(2)覆土植栽型の単位貯留・浸透量算出例 

【雨庭(2)覆土植栽型（200 用）】 単位：m3/箇所･hr 

条件 土壌の飽和透水係数：0.14m/hr、砕石等層に用いる砕石等の空隙率：35％ 

施設幅（砕石等層幅）w＝1.0m、砕石等層高 h=0.20m、設計水頭 H＝0.20m 

透水

透水シート

施設幅（砕石等層幅）w＝1.0ｍ

導水層

（砕石等）幅

w'

施設幅（砕石等層幅）w＝1.0ｍ

シート

施設幅

（砕石等層幅）

w＝1.0m

導水層

客土の流入
集水等
屋根

導水層

（砕石等）幅

w'

の流入
集水等
屋根

砕石等層高

h＝0.20m

客土層

ＧＬ ▽

（砕石等）

断面図 平面図

砕石等

 

①単位浸透量の算出 

単位浸透量は以下の式により算出する。 

単位浸透量（Qｆ）＝影響係数（C）×比浸透量（K）×飽和透水係数（ｆ） 

ここで、C：影響係数（地下水位の影響0.9、目詰まりの影響0.9 を考慮して 0.81 とする） 

Qｆ：浸透施設（1m、1 箇所あるいは 1m2 当たり）の単位浸透量（m3/hr） 

K：浸透施設の比浸透量（m2） 

ｆ：土壌の飽和透水係数（m/hr） 

雨庭(2)覆土植栽型の比浸透量の算出式は P.26 表 4.2(2)⑤より 

比浸透量（K）＝aH2＋bH＋c 

＝（0.120×1.00＋0.985）×0.202＋（7.837×1.00＋0.82）×0.20 

＋2.858×1.00－0.283＝4.350 

ここで、a＝0.120W＋0.985、b＝7.837W＋0.82、c＝2.858W－0.283 

単位浸透量は、 

単位浸透量＝影響係数（C）×比浸透量(K) ×飽和透水係数(ｆ) 

＝0.81×4.350（m2）×0.14＝0.493m3/（m2・hr） 

 

②空隙貯留量の算出 

空隙貯留量は以下の式により算出する。 

空隙貯留量（m3/m2）＝雨庭(2)覆土植栽型の貯留量（m3/m2） 

雨庭(2)覆土植栽型の貯留量＝1.00×1.00×0.20×0.35（砕石等の空隙率 35％） 

＝0.070（m3/m2） 

 

③雨庭(2)覆土植栽型の単位貯留・浸透量 

以上より、【雨庭(2)覆土植栽型（200 用）】の単位貯留・浸透量は、 

0.563 m3/箇所･hr（＝0.493＋0.070）となる。 

 

 

 

 

 

導水層については P78 参照。 
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雨花壇の単位貯留・浸透量算出例 

【雨花壇（300 用）】 単位：m3/箇所･hr 

条件 土壌の飽和透水係数：0.14m/hr、砕石等層に用いる砕石等の空隙率：35％ 

施設幅（砕石等層幅）w＝1.0m、砕石等層高 h=0.30m、設計水頭 H＝0.30m 

砕石等層高

h=0.30m

客土層 （砕石等）
導水層

平面図

客土
の流入
集水等
屋根

導水層

（砕石等）幅

w'

施設幅（砕石等層幅）w=1.0m

施設幅

（砕石等層幅）

w=1.0m

導水層

（砕石等）幅

w'

断面図

ＧＬ ▽

の流入
集水等
屋根

単粒度砕石

透水シート

施設幅（砕石等層幅）w=1.0m

 

①単位浸透量の算出 

単位浸透量は以下の式により算出する。 

単位浸透量（Qｆ）＝影響係数（C）×比浸透量（K）×飽和透水係数（ｆ） 

ここで、C：影響係数（地下水位の影響 0.9、目詰まりの影響 0.9 を考慮して 0.81 とする） 

Qｆ：浸透施設（1m、1 箇所あるいは 1m2 当たり）の単位浸透量（m3/hr） 

K：浸透施設の比浸透量（m2） 

ｆ：土壌の飽和透水係数（m/hr） 

雨花壇の比浸透量の算出式は P.26 表 4.2(2)⑤より 

比浸透量（K）＝aH2＋bH＋c 

＝（0.120×1.00＋0.985）×0.302＋（7.837×1.00＋0.82）×0.30 

＋2.858×1.00－0.283＝5.272 

ここで、a＝0.120W＋0.985、b＝7.837W＋0.82、c＝2.858W－0.283 

単位浸透量は、 

単位浸透量＝影響係数（C）×比浸透量(K) ×飽和透水係数(ｆ) 

＝0.81×5.272（m2）×0.14＝0.597m3/（箇所・hr） 

 

②空隙貯留量の算出 

空隙貯留量は以下の式により算出する。 

空隙貯留量（m3/箇所）＝雨花壇（３００用）の貯留量（m3/箇所） 

雨花壇の貯留量＝1.00×1.00×0.30×0.35（砕石等の空隙率 35％） 

＝0.105（m3/箇所） 

 

③雨花壇の単位貯留・浸透量 

以上より、【雨花壇（300 用）】の単位貯留・浸透量は、 

0.702 m3/箇所･hr（＝0.597＋0.105）となる。 

 

 

 

 

 

導水層については P78 参照。 
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表 4.８ 各浸透トレンチの単位貯留・浸透量 

 

 

35%

構造図
　番号

管径
Ｄ

（ｍｍ）

施設幅
Ｗ

（ｍｍ）

Ａ
（ｍｍ）

Ｂ
（ｍｍ）

Ｃ
（ｍｍ）

設計水頭
Ｈ

（ｍｍ）

飽和透水
係数ｆ
（ｍｍ）

比浸透量
Ｋ

（㎡）

単位
浸透量

（㎥/（ｍ・ｈｒ））

空隙
貯留量
（㎥/ｍ）

単位貯留・
浸透量

（㎥/（ｍ・ｈｒ））

透水性
コンクリート

区138 150 400 200 400 － 400 0.14 2.450 0.278 0.067 0.345

区138 100 400 200 400 － 400 0.14 2.450 0.278 0.061 0.339

区138 150 400 200 400 － 400 0.14 2.450 0.278 0.067 0.345

区139 150 500 400 700 50 750 0.14 3.667 0.416 0.133 0.549

区139 200 500 400 700 50 750 0.14 3.667 0.416 0.142 0.558

区139 150 500 400 700 50 750 0.14 3.667 0.416 0.133 0.549

区139 200 500 400 700 50 750 0.14 3.667 0.416 0.142 0.558

区153 200 500 300 918 50 968 0.14 4.341 0.659 0.362 1.021

型番ＴⅠ － 75 250 150 280 20 300 0.14 1.940 0.220 0.027 0.247

型番ＴⅡ － 100 300 150 325 25 350 0.14 2.162 0.245 0.039 0.284

型番ＴⅢ － 125 350 150 375 25 400 0.14 2.383 0.270 0.054 0.324

型番ＴⅣ － 150 400 150 420 30 450 0.14 2.605 0.295 0.070 0.365

型番ＴⅤ － 200 550 200 560 40 600 0.14 3.270 0.371 0.128 0.499

型番ＴⅥ － 200 750 250 700 50 750 0.14 4.002 0.454 0.204 0.658

（
参
考

）

東
京
都
技
術
指
針
よ
り

浸透
トレンチ管

硬質有孔
塩ビ管

Ⅱ型
（500×
700）

透水性
コンクリート

管

硬質有孔
塩ビ管

単粒度砕石の空隙率

施設名

世
田
谷
区
標
準
構
造
図
集
よ
り

地下
透水管

Ⅰ型
（400×
400）

Ｌ形用浸透ます（改良）

 
※計算根拠は P25 表 4.2（1）②参照 

透水シート

単粒度砕石

透水管

洗砂W

C

B

A

地面

D

【断面図】 
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ＧＬ ∇ 



 

 

 

             

 

Sakoyama101
スタンプ
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表 4.11 緑溝の単位貯留・浸透量（一例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砕石等の空隙率 35% 1.0m当たり

砕石層幅
w

（ｍｍ）

砕石層高
h

（ｍｍ）

設計水頭
H

（ｍｍ）

飽和透水係数
Ｋ

（ｍ/ｈｒ）

比浸透量
ｆ
（㎡）

単位
浸透量

（㎥/（ｍ・ｈｒ））

空隙
貯留量
（㎥/ｍ）

単位貯留・
浸透量

（㎥/（ｍ・ｈｒ））

300用 300×300 300 300 300 0.14 2.006 0.227 0.031 0.258

400用 400×400 400 400 400 0.14 2.450 0.277 0.056 0.333

500用 500×500 500 500 500 0.14 2.893 0.328 0.087 0.415

600用 600×600 600 600 600 0.14 3.336 0.378 0.126 0.504

700用 700×700 700 700 700 0.14 3.780 0.428 0.171 0.599

800用 800×800 800 800 800 0.14 4.223 0.478 0.224 0.702

施設名

緑
溝

※ ※ ※

 

表 4.11 の寸法は一例であり、また形状も一例として断面が正方形（h＝w）を挙げているが、矩形（h≠w）も可。 

※計算根拠は P25 表 4.2（1）②参照 
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砕石等層高

h 透水シート

ＧＬ ▽

l=1.0m

断面図 平面図

施設幅

（砕石等層幅）

w

施設幅

（砕石等層幅）

w

（砕石等）
導水層

の流入
集水等
屋根

の流入
集水等
屋根

（砕石等）
導水層

砕石等

導水層については P78 参照 
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表 4.12 雨庭・雨花壇の単位貯留・浸透量（一例） 

       雨庭（周囲植栽型）         雨庭（覆土植栽型）         雨花壇 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  表 4.12 の寸法は一例であり、また形状も一例で平面が正方形（h＝w）を挙げているが、矩形（h≠w）も可（次頁も参照）。 

※計算根拠は P26 表 4.2（2）⑤参照 
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屋根集水等の流入
の流入
集水等
屋根

ＧＬ ▽

単粒度砕石透水シート

断面図 平面図

砕石層高

h

単粒度砕石

透水シート

施設幅（砕石層幅）w

施設幅(砕石層幅)w

施設幅

（砕石層幅）

w

砕石等透水シート

平面図

施設幅(砕石等層幅)w

施設幅

（砕石等層幅）

w

の流入
集水等
屋根

砕石等層高

h

客土層

ＧＬ ▽

（砕石等）

断面図

砕石等

透水シート

施設幅（砕石等層幅）w

導水層

（砕石等）幅

w'

導水層

の流入
集水等
屋根

施設幅（砕石等層幅）w

シート

施設幅

（砕石等層幅）

w

客土

導水層

（砕石等）幅

w'

の流入
集水等
屋根

平面図

透水

砕石等層高

h

客土層

断面図

ＧＬ ▽

砕石等

透水シート

施設幅（砕石等層幅）w

の流入
集水等
屋根

導水層

（砕石等）幅

w'

（砕石等）
導水層

の流入
集水等
屋根

導水層

（砕石等）幅

w'

平面図

施設幅（砕石等層幅）w

施設幅

（砕石等層幅）

w

客土

砕石等の空隙率

35%
　1箇所当たり

設計水頭
Ｈ

（ｍｍ）

比浸透量
K
（㎡）

飽和透水係数
f

（ｍ/ｈｒ）

単位
浸透量

（㎥/（ｍ・ｈｒ））

空隙
貯留量
（㎥/ｍ）

単位貯留・
浸透量

（㎥/（ｍ・ｈｒ））

100用 1000×1000×100 100 3.451 0.14 0.391 0.035 0.426

200用 1000×1000×200 200 4.350 0.14 0.493 0.070 0.563

300用 1000×1000×300 300 5.271 0.14 0.597 0.105 0.702

400用 1000×1000×400 400 6.214 0.14 0.704 0.140 0.844

500用 1000×1000×500 500 7.179 0.14 0.814 0.175 0.989

600用 1000×1000×600 600 8.167 0.14 0.926 0.210 1.136

施設名
砕石層

h
（ｍｍ）

施設幅
w

（ｍｍ）

5001,000

雨
庭
・
雨
花
壇

1001,000

200

4001,000

1,000

3001,000

6001,000

※ ※ ※

導水層については P78 参照 
砕石等の空隙率

35%
　1箇所当たり

設計水頭
Ｈ

（ｍｍ）

比浸透量
K
（㎡）

飽和透水係数
f

（ｍ/ｈｒ）

単位
浸透量

（㎥/（ｍ・ｈｒ））

空隙
貯留量
（㎥/ｍ）

単位貯留・
浸透量

（㎥/（ｍ・ｈｒ））

100用 1000×1000×100 100 3.451 0.14 0.391 0.035 0.426

200用 1000×1000×200 200 4.350 0.14 0.493 0.070 0.563

300用 1000×1000×300 300 5.271 0.14 0.597 0.105 0.702

400用 1000×1000×400 400 6.214 0.14 0.704 0.140 0.844

500用 1000×1000×500 500 7.179 0.14 0.814 0.175 0.989

600用 1000×1000×600 600 8.167 0.14 0.926 0.210 1.136

施設名
砕石層

h
（ｍｍ）

施設幅
w

（ｍｍ）

5001,000

雨
庭
・
雨
花
壇

1001,000

200

4001,000

1,000

3001,000

6001,000

※ ※ ※
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【参考】施設規模に応じた雨庭・雨花壇の比浸透量の算定について 

 P48 表 4.12 では、一例として砕石等層の平面が 1.0ｍ四方の正方形のケースを記載

しているが、砕石等層の施設幅（Ｗ）及び施設延長（Ｌ）の寸法によっては、比浸透

量（Ｋ）の算定式が異なる。以下、雨庭・雨花壇のうち、想定しうる３ケースについ

て比浸透量（Ｋ）の算定式をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 短辺を w、 

                   長辺を l とする。 

正方形ますおよび空隙貯留浸透施設

側面及び底面

設計
水頭

Ｈ≦5.0ｍ

施設
規模

W≦1ｍ

           Ｋ＝aＨ2＋ｂＨ＋ｃ
           Ｈ：設計水頭（ｍ）
           W：施設幅（ｍ）

a 0.120W＋0.985

b 7.837W＋0.82

c 2.858W－0.283

正方形ますおよび空隙貯留浸透施設

側面及び底面

設計
水頭

Ｈ≦5.0ｍ

施設
規模

1m＜W≦10ｍ

               Ｋ＝aＨ＋ｂ
               Ｈ：設計水頭（ｍ）
               Ｗ：施設幅（ｍ）

a -0.453W2＋8.289W＋0.753

b               1.458W2＋1.27W＋0.362

c －

矩形ますおよび空隙貯留浸透施設

側面及び底面

設計
水頭

H≦5.0ｍ

施設
規模

L≦200ｍ、W≦5ｍ

                  Ｋ＝aＨ＋ｂ
                  Ｈ：設計水頭（ｍ）
                  L ：施設延長（ｍ）
                  Ｗ：施設幅（ｍ）

a 　   　3.297L＋（1.971W＋4.663）

b 　  　（1.401W＋0.684）L＋（1.214W－0.834）

c －

施設

浸透面

模式図

算定式の
適用範囲の目安

基本式

係数

施設

浸透面

模式図

算定式の
適用範囲の目安

基本式

係数

基本式

係数

模式図

算定式の
適用範囲の目安

施設

浸透面

w≦1.0m

w≦1.0m

正方形　w≦1.0m

1.0m＜w≦10.0m

1.0m＜w≦10.0m

正方形　1.0m＜w≦10.0m

w≦5.0m

l≦200m

矩形　w≦5.0m l≦200m
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【参考】砕石等層の形状が正方形や矩形の場合の雨庭の客土部分の形について 

 P42等、ここまで全体の形が正方形や矩形の雨庭を記載しているが、客土部分が円

形や楕円等であっても、地中に敷設する砕石等層の形が正方形や矩形であれば、P42

に示す算定式により貯留浸透量は求まる。導水層の設置は必要である。（導水層の詳

細は P78-80 を参照。） 

ＧＬ ▽

砕石等

透水シート

断面図
A-A'

透水シート

砕石等層高

h

客土層

砕石等層幅

w

客土

導水層

（砕石等）幅

w'

の流入
集水等
屋根

の流入
集水等
屋根

平面図

導水層

（砕石等）幅

w'

導水層

（砕石等）

延長

ｌ'

砕石等層延長

l

A A'

客土

砕石等層の外郭
地中に敷設する

（砕石等）
導水層

 

 

図 4.11 客土部分が楕円（砕石等層の形状は正方形や矩形）の雨庭のイメージ図 
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【参考】全体形状が正方形や矩形以外の複雑な形状の場合の雨庭・雨花壇の比浸透量

の算出について（※公益社団法人雨水貯留浸透技術協会推奨） 

P49では、砕石等層の平面が正方形や矩形のケースを記載しているが、それらに該

当しない曲線で囲まれた形状（ひょうたん型やひとで型等）の比浸透量（Ｋ）につい

ては、P25①浸透池の算出式を現時点においては用いる。 

 

条件 土壌の飽和透水係数：0.14m/hr、砕石等層に用いる砕石等の空隙率：35％ 

施設面積（砕石等層面積）A＝1.0 m2、砕石等層高 h=0.30m、設計水頭 H＝0.30m 

 

①単位浸透量の算出 

単位浸透量は以下の式により算出する。 

単位浸透量（Qｆ）＝影響係数（C）×比浸透量（K）×飽和透水係数（ｆ） 

ここで、C：影響係数（地下水位の影響 0.9、目詰まりの影響 0.9 を考慮して 0.81

とする） 

Qｆ：浸透施設（1m、1箇所あるいは 1m2 当たり）の単位浸透量（m3/hr） 

K ：浸透施設の比浸透量（m2） 

ｆ ：土壌の飽和透水係数（m/hr） 

雨庭・雨花壇（底面形状が正方形・矩形以外の形状）の算出式は P.2６表 4.2(2)

⑤より 

比浸透量（K）＝aH＋b＝（0.014×0.30）＋1.287＝1.291 

ここで、a＝0.014、b＝1.287 

単位浸透量は、 

単位浸透量＝影響係数（C）×比浸透量(K) ×飽和透水係数(ｆ) 

＝0.81×1.291×0.14＝0.146m3/（m2・hr） 

 

②空隙貯留量の算出 

空隙貯留量は以下の式により算出する。 

空隙貯留量（m3/m2）＝雨庭（底面が正方形・矩形以外の形状）の貯留量（m3/m2） 

雨庭(1)周囲植栽型の貯留量＝1.0×0.10×0.35（砕石等の空隙率 35％） 

＝0.035（m3/m2） 

 

③雨庭・雨花壇（底面が正方形・矩形以外の形状）の単位貯留・浸透量 

以上より、【雨庭（底面が正方形・矩形以外の形状）】の単位貯留・浸透量は、 

0.181 m3/m2（＝0.146＋0.035）となる。 
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4.1.９ ピークカット 

浸透施設に、分流構造によるピークカット方式を採用した場合、流出抑制量はピーク

時の分流量とする。 

（解説） 

道路浸透ますでは、路面排水を対象とするため、初期雨水は下水道に放流し、降雨の

ピーク時のみ浸透施設が機能するように分流構造を採用している。（図4.10）こうした場

合の流出抑制量は、ピーク時の分流量となる。分流構造とした街渠ますの水理実験によ

れば、下水道管（導水管）と浸透連絡管（連絡口）との管底差から、浸透施設に流入する

分配率は次式で表される。 

 

浸透連絡口が長方形（250mm×200mm）の場合 

Ｐ＝－2.53＋42.8logＱ （口底差 3cm）… ① 

浸透連絡管が円形（径 200mm）の場合 

Ｐ＝5.05＋22.7logＱ （口底差 3cm）… ② 

ただし、 

Ｐ：分配率（％） 

Ｑ：流入量（ｌ/ｓ） 

 

したがって、長方形の浸透連絡口を用いた道路浸透ますの流出抑制量は、集水面

積 200m2 で、降雨強度 50mm/hr のとき 9mm/hr カット、同じく 75mm/hr のと

き 18mm/hr カット、100mm/hr のとき 29mm/hr カットすることになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.10 分流構造 
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4.1.1０ 配置計画 

流出抑制施設全体の配置は、対象とする敷地の土地利用計画、建築計画に十分配慮

した無理のない集・排水系統とする。また、集水域から貯留・浸透施設を経て、敷地外の

排水施設に至るまでの雨水の流れが、流出抑制機能を効果的に発揮するよう、各施設

の配置には十分留意する。 

（解説） 

集・排水施設の浸透施設化（図 4.11） 

・屋根の雨水を受ける施設：集水ます    → 浸透ます、雨庭、雨花壇 

・雨水の移動          ：排水管、側溝 → 浸透トレンチ、浸透 U 型溝、緑溝 

・現位置での浸透      ：         → 透水性舗装、透水性平板舗装 

・緑地等の浸透域      ：         → 縁石で囲み、溢流分を排水する。 

（1）住宅

雨どい

雨どい 雨花壇 浸透ﾄﾚﾝﾁ 浸透ます 浸透ﾄﾚﾝﾁ

（2）広場

雨庭

浸透ます 浸透ﾄﾚﾝﾁ 浸透ます 浸透ﾄﾚﾝﾁ

浸透ます 緑溝

（3）駐車場

透水性舗装 集水ます

制

御

ま

す

地

区

外

へ

貯

留

施

設

 

図 4.11 集・排水施設の浸透施設化と雨水の流れ 

 

図 4.12 併用施設のイメージ図 

（１）住宅 

（２）広場 

（３）駐車場 

雨水管地下水位

集合住宅

降雨

貯留施設

排水路
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4.2 貯留施設の設計 

4.2.1 貯留高 

貯留施設の貯留高は、工種（土地利用）ごとの安全水深以下とし、かつ堆砂量を考慮

して 10 ㎝以上とする。 

（解説） 

貯留施設の貯留高は、機能的には必要対策量相当分が満たされればよいが、安全面

と維持管理面から安全水深以下でかつ堆砂量を考慮して 10 ㎝以上とする。安全水深は

土地利用ごとに異なるが、排水性を考慮して貯留堤に沿って側溝を設置することが望ま

しい。（図 4.13） 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.13 貯留堤の安全水深 

 

なお、各家庭で利用されている雨水タンク（図4.14）等による各戸貯留の場合には、敷

地にあった大きさのタンクを選定し、安全性、ゴミ・ほこりの流入防止を目的として蓋を設

けるとともに、タンクの底に貯まった沈殿物を除去するために泥抜きコック等をつけておく

と、清掃に便利である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

貯 
留 

堤 
ＧＬ ∇ 
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図 4.14 雨水タンクによる雨水貯留（各戸貯留対策） 

 

4.2.2 校庭・運動場貯留 

学校・幼稚園の屋外運動場を雨水貯留施設として利用する場合は、児童、幼児に対

する安全性に配慮し、貯留施設を計画、設計する。 

（解説） 

学校の校庭内における流域貯留施設の設置可能地としては、グラウンド等が考えられ

る。グラウンドでの貯留水深は、幼児用プールの設計上の目安とされている水深 0.2ｍに

対し、児童の体力を考慮し、0.3ｍを標準とする。（図 4.15） 

 

図 4.15 校庭貯留 

区庁舎に設置されている雨水タンク 
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4.2.3 公園・緑地貯留 

公園・緑地等を雨水貯留施設として利用する場合は、公園の機能、利用者の安全対

策、修景などを考慮して貯留場所を設定し、貯留施設を計画、設計する。 

（解説） 

公園には街区公園、近隣公園、地区公園等の種類が考えられる。公園は各々その性格

によってスポーツレクリエーションの機能、憩いの機能、環境保全機能等のゾーニングが

行われる。貯留施設として利用可能な区域は、スポーツレクリエーション区域であり、地

形条件によっては憩いの区域等の一部も利用可能である。また、公園の地下空間を利用

しての貯留も可能である。（図 4.16）公園での貯留限界水深はその利用目的により、街

区公園は 0.2m 程度、地区及び近隣公園は 0.3m 程度である。 

 

 

地下貯留槽が一杯になると中央の流出口から地上の公園部に貯留される 

図 4.16 公園貯留 

 

4.2.4 駐車場貯留 

駐車場を雨水貯留施設として利用する場合は、自動車のブレーキドラムが濡れないな

ど、自動車の走行に支障を生じないよう、また、利用者の降雨時における利用に配慮して

貯留施設を計画、設計する。 

（解説） 

駐車場を利用して雨水貯留を行うものであり、貯留時は、駐車場の利用が多少不便に

なるが、雨水が貯留されている時間は比較的長くはないため、適切な計画により駐車場

での雨水貯留が可能である。（図 4.17）駐車場での貯留水深は、自動車のブレーキドラ

ムが濡れると、走行上危険があるので、0.1ｍ程度に制限される。 
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図 4.17 駐車場貯留 

 

4.2.5 棟間貯留 

団地の棟間を雨水貯留施設として利用する場合は、緊急車の侵入、建築物の保護、幼

児に対する安全対策、維持管理などを総合的に配慮して貯留施設を計画、設計する。 

（解説） 

集合住宅の住棟間隔は、日照を確保することを原則として計画されているために十分

な距離が確保されている。このため、この住棟間隔を貯留施設として利用することが考え

られる。（図 4.18）棟間貯留を計画する場合には、降雨終了時の排水を考慮して緩やか

な勾配を設ける。また、貯留水深は設置場所に対する安全対策を考慮して計画する。        

 

図 4.18 棟間貯留 

 

たん水時 
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4.2.6 地下貯留 

道路、駐車場、住棟もしくは公園等において、地表に貯留施設を設置することが困難

な場合、あるいは地表の利用に対する影響を最小限にしたい場合などには、地下貯留

槽を検討する。地下貯留槽を設ける場合は、排水用にポンプが必要となるケースが多

く､また、計画以上の大雨に備え､余水吐を設ける。（図4.19～図4.21）貯留部は通常

目に触れないが、大雨直後の清掃等、衛生管理に十分留意する必要がある。 

地区内 地区外

道路

雨水管

水中ポンプ
貯留槽

 

図 4.19 地下式貯留施設構造概念 
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図 4.20 ポンプの性能曲線と仕様 
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余水吐

水中ポンプ

 

図 4.21 貯留槽と水中ポンプ 
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4.2.7 その他の貯留施設 

（1）広場貯留 

住宅団地の中、ショッピングセンター前の広場あるいは工場の材料置き場等の貯留

施設化が考えられる。広場の施設構造及びその他の各種施設の存在により、貯留水

深、勾配に制約があることに留意する必要がある。 

（2）屋上貯留 

建築物の耐荷重が大きくなること、雨もりへの配慮及びドレインの目詰まり防止等、

技術的にも維持管理上も困難な問題が少なくないことを留意して計画する。（図4.22） 

 

 

図 4.22 ルーフドレインの例 
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4.2.8周囲小堤 

グラウンド等を小堤で囲って貯留施設とする場合、法面の安定、構造物の安全性、設

置場所の状況等を勘案し、適切な構造様式を計画する。（図 4.23、図 4.24） 

 

図 4.23 貯留部周囲堤の概念 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.24 周囲小堤としてのコンクリート壁の例 

 

4.2.9 中水利用 

中水利用を目的にする貯留施設は、洪水時に利用可能な容量を施設の貯留対策量と

する。 

（解説） 

中水利用を目的として貯留槽を設けた施設（図 4.25）では、一般にたん水状態にあり、

洪水時に貯留槽全量の流出抑制を期待することは不可能である。したがって、中水利用

を目的とする貯留施設は、洪水時に利用可能な容量を雨水・貯留施設の容量とする。な

お、中水とは上水（飲み水）、下水（汚水）に対することばであり、飲み水としての使用はで

きないが、庭の散水等に利用される雨水の貯留水である。中水利用を行っている貯留施

設は、降雨が予想された場合にはできるだけ貯留水を放流し、雨水の貯留機能を十分に

活用させる必要がある。 

ＧＬ ∇ 

ＧＬ ∇ 
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図 4.25 中水利用例 
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4.3 浸透施設（芝地・植栽等を除く）の設計 

4.3.1 一般 

浸透施設（芝地・植栽等を除く）の計画においては用地の地形・地質条件からみて不適

地及び規制地は避けること。また、原則として屋根上の雨水を集水して処理することとし、

生活排水の流入を避けること。更にゴミ除けのためのフィルターの設置や土砂の除去等

の維持・管理には十分留意する必要がある。また、施設の配置上近傍の建物等の既設構

造物や地下埋設物に対し支障のないよう、かつ、法面、擁壁等の構造物の安全性を損な

うことがないよう留意する。 

（解説） 

① 浸透施設は相互干渉により浸透量が低下するため、1.5m 以上離して設置する。 

② 盛土地形の場合には、浸透施設は現地盤高以下に設置する。 

③ 浸透施設の設置場所は建物及び隣地等への影響を考慮して、基礎から 30cm以上

あるいは浸透施設の掘削深さに相当する距離を離して設置する。又、地下埋設物が

ある場合には地下埋設物から原則として 30cm 以上離して設置する。 

④ 雨水浸透により、現状の法面や擁壁の安全性が損なわれるような傾斜地近傍箇所

には浸透施設の設置を禁止する。 

 

 

 

 

 

図 4.26 浸透施設間の距離 

30㎝あるいは

掘削深以上

30㎝以上

埋設物

掘削深

▼現地盤高

現地盤高以下

 

図 4.27 浸透施設と構造物の距離 

 

 

浸透ます 浸透ます 

1.5ｍ以上 
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雨水浸透施設

浸透施設設置禁止範囲

h

2h以上

雨水浸透施設の
底面から地表面まで

の高さ

θ＝30°以上

(ただし関東ローム層は θ＝35°以上)

Ｈ

Ｈ≧2ｍ以上

雨水浸透施設

h 雨水浸透施設の
底面から地表面まで

の高さ

注：Ｈが2ｍ以下の場合は、

　　のり肩から1ｍ以上離す

のり肩部から

の離隔Ｌ

斜面角度θ のり面からの離隔Ｌ

30°≦θ＜70°
1ｍもしくは2hの
いずれか大きい方

70°≦θ
2ｍもしくは2hの
いずれか大きい方

 

図 4.28 傾斜地近傍箇所 

 

4.3.2浸透ます 

（１）浸透ますは、ますの周辺を砕石で充填し、集水した雨水をその底部及び側面から地表

の比較的浅い部分に浸透させるものである。 

（2）ます本体は透水構造とし、有孔コンクリートやポーラスコンクリートが用いられる場合

が多い。 

（3）ますの上部構造は、その集水目的に応じて宅地ます、U型ます、街きょます等の通常の

側溝及びます蓋を使用する。 

図 4.29 に、浸透ますの例を示す。 

図 4.29 浸透ますの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁に世田谷区が設置している標準的な浸透ますの構造図を示す。（図 4.30、図

4.31） 

ＧＬ ∇ 
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図 4.30 宅内浸透ます（Ｂ型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.31 浸透Ｕ形ます（400用ポーラスコンクリート）（世田谷区標準構造図集より）
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4.3.3浸透トレンチ 

（1）浸透トレンチは浸透機能と通水機能を有し、流入した雨水を透水管より砕石を通して

地中へ分散浸透させるものである。 

（2）浸透トレンチの有孔塩ビ管を設置する際は、懸濁物質が砕石中へ流入するのを防止

するため、管底部には透水孔を設けないよう注意する。 

（3）砕石の全面をくるむように透水シートを敷設し、普通土で埋め戻す。 

図 4.3２に、浸透トレンチの例を示す。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.32 浸透トレンチの例 

 

（解説） 

浸透トレンチを接続する場合には、浸透トレンチの流出側の管底を流入側の管底より高

い位置で接続する。（図 4.33） 

 

図 4.33 浸透トレンチの接続 

 

次頁に世田谷区が設置している標準的な浸透トレンチの構造図を示す。（図 4.34、図

4.35） 

 

浸透 トレンチ 浸透ます 
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※管径はφ100～φ150を標準とする。 

図 4.34 地下透水管（Ⅰ型）（400×400）（世田谷区標準構造図集より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※管径はφ150～φ200を標準とする。 

図 4.35 地下透水管（Ⅱ型）（500×700）（世田谷区標準構造図集より） 
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4.3.4 透水性舗装 

（1）舗装材料及び構造は、図 4.36～図 4.38 とする。 

（2）設計上の貯留量は、20 ㎜とする。 

 

 

 

 

       

名称 
使用材料名 舗装厚 

表層工 アスファルト混合物（開粒度 1 号）  5 ㎝ 

基層工 アスファルト混合物（開粒度 1 号）  5 ㎝ 

路盤工 再生クラッシャラン（RC-40） 25 ㎝ 

図 4.36 透水性舗装 35型（車道用）（世田谷区標準構造図集より） 

 

 

 

 

 

 

図 4.37 透水性舗装25型（車道用）（世田谷区標準構造図集より） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.38 透水性舗装 14型（歩道用）

名称 使用材料名 舗装厚 

表層工 アスファルト混合物（開粒度 1 号）  5 ㎝ 

基層工 アスファルト混合物（開粒度 1 号）  5 ㎝ 

路盤工 再生クラッシャラン（RC-40） 15 ㎝ 

名称 使用材料名 舗装厚 

表層工 アスファルト混合物（開粒度 2 号）  4 ㎝ 

路盤工 再生クラッシャラン（RC‐30） 10 ㎝ 

アスファルト混合物（開粒度２号）

再生クラッシャラン（ＲＣ－３０）

4

14
10

アスファルト混合物（開粒度１号）

アスファルト混合物（開粒度１号）

再生クラッシャラン（ＲＣ－４０）

5

5

25

35

アスファルト混合物（開粒度１号）

再生クラッシャラン（ＲＣ－４０）

5

5

15

25

アスファルト混合物（開粒度１号）

※図 4.36～図 4.38は世田谷区が施工している透水性舗装の標準的な舗装構造 
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4.3.5 透水性平板舗装 

透水性平板舗装は、原則として下記による。 

（1）透水性平板舗装は、荷重の比較的少ない歩道等に用いる。 

（2）乗入部での舗装は認められていない。 

（3）透水性平板舗装は、路床から、遮断用砂、再生クラッシャラン（RC-30）、透水性シート、

敷砂、透水性平板（またはインターロッキングブロック）の順とする。（表 4.13） 

（4）設計上の貯留量は、20 ㎜とする。 

表 4.13 透水性平板舗装の標準構造 

構成 コンクリート
平板層

サンドクッ
ション

砂の流
出防止

路盤 フィル
ター層

使用材料 透水性コンク
リート平板

敷砂 透水性
シート

再生クラッシャラン（RC-30） 遮断層
用砂

区分Ⅰ 6 3 使用 10 (5) 19（24）

舗装厚
（総厚）

 

区分Ⅰ：歩道や自動車道で、専ら歩行者及び自転車の通行を想定した場合 

（解説） 

1．構造 

1）透水性平板より浸透した雨水は、砂、砕石を経て地盤に浸透するが、路盤の締め

固めが不均等の場合には、路盤の雨水の移動によって敷砂が流され、部分的に陥

没する場合がある。施工にあたっては、この点に十分注意するとともに、斜面部へ

の適用は避けたほうがよい。 

2）透水性平板舗装、インターロッキングブロックを用いる場合には、目地からの浸透

のほか、ブロック自体も透水性のものにする。 

 

2．設計浸透能と施設規模 

透水性舗装と同様、設計上、貯留量 20 ㎜とする。 
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4.3.6 道路浸透ます 

世田谷区が設置している標準的な道路浸透ますの構造を以下に示す。(図 4.39) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.39 Ｌ形用浸透ます（φ500）（H＝1000）（世田谷区標準構造図集より） 
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4.3.7 浸透側溝 

浸透側溝（U 形溝）の構造は、原則として図 4.40 による。 

（1）側溝の底面に敷砂を厚さ 5～10cm、砕石を 10cm 以上充填した構造とする。なお、側

溝の側面に巻厚 10cm 以上の砕石を施す。 

（2）側溝は透水性のものを使用し、その幅は所用の浸透量によって決め 15～45cm を標

準とする。 

（3）側溝に段差が生じる場合、又は末端の接続ますにはその手前に越流ぜきを設ける。 

（4）側溝は蓋掛けを原則とする。 

（5）雨どいの取り付け口には、状況に応じて泥だまりを設ける。（図 4.41） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.40 浸透側溝の構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.41 浸透側溝に泥だまりを設置した場合 

 

次頁に世田谷区が設置している標準的な浸透 U 形溝の構造図を示す。（図 4.42） 

 

15～45

3
0
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フィルター層
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図 4.42 浸透Ｕ形溝（240用）（世田谷区標準構造図集より） 
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4.3.8 緑溝 

緑溝の標準的構造は、図 4.44 による。 

（１）原則として屋根上の雨水を集水し、砕石層を通して地中へ分散浸透させる。 

（２）目詰まり防止対策として砕石等層の周りには透水シートを布設する。 

（３）地表面と砕石等層の間には、雨水を速やかに砕石等層へ導くため、導水層を設

ける（導水層の役割等については P78参照）。 

（４）屋根集水ではなく地表面集水の場合は、図 4.44のように表面勾配等を考慮し

て効率的に集水するようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４.４３ 緑溝の標準的構造 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            ※表面勾配は一例 

 

図 ４.４４ 表面集水の場合の緑溝の構造（一例） 
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4.3.9 雨庭（周囲植栽型） 

雨庭（周囲植栽型）の標準的構造は、図 4.45による。 

(１)原則として屋根上の雨水を集水し、砕石等層を通して地中へ分散浸透させる。 

(２)目詰まり防止対策として砕石等層の周り（地表面を除く）には透水シートを布設

する。ただし側面から砕石等層への土砂流入がないと判断できる場合には、透水

シートを布設しなくてもよい。 

(３)屋根集水ではなく地表面集水の場合は、図 4.46 のように勾配等を考慮して効率

的に集水するようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４.４５ 雨庭（周囲植栽型）の標準的構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ４.４６ 表面集水の場合の雨庭（周囲植栽型）の構造（一例） 
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4.3.10 雨庭（覆土植栽型） 

雨庭（覆土植栽型）の標準的な構造は、図 4.47による。 

(１)原則として屋根上の雨水を集水し、砕石等層を通して地中へ分散浸透させる。 

(２)目詰まり防止対策として砕石等層周りには透水シートを布設する。ただし側面か

ら砕石等層への土砂流入がないと判断できる場合には、上面のみの布設でもよい。 

(３)地表面から砕石等層の間に客土層を設ける。 

(４)地表面と砕石等層の間には、雨水を速やかに砕石等層へ導くため、導水層を設け

る（寸法等の詳細は P78-80参照）。 

(５)屋根集水ではなく地表面集水の場合は、図 4.48 のように勾配等を考慮して効率

的に集水するようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.47 雨庭（覆土植栽型）の標準的構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.48 地表面集水の場合の雨庭（覆土植栽型）の構造（一例） 
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4.3.1１ 雨花壇 

雨花壇の構造は、原則として図 4.49による。 

(１)原則として屋根上の雨水を集水し、砕石等層を通して地中へ分散浸透させる。 

(２)目詰まり防止対策として砕石等層周りには透水シートを布設する。ただし側面か

ら砕石等層への土砂流入がないと判断できる場合には、上面のみの布設でもよい。 

(３)砕石等層の上に客土層を設ける。 

(４)地表面と砕石等層の間には、雨水を速やかに砕石等層へ導くため、導水層を敷設

する（寸法等の詳細は P78-P80参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.4９ 雨花壇の構造 

 

 雨花壇の施工例を次ページに記す。（図 4.50、図４．５１） 
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図 4.50 雨花壇の施工例（雨どいはモデル） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.5１ 雨花壇の案内看板 

 

一般的な花壇に比べて

地表面より下を砂利（青枠）とすることで

雨水を貯め、浸みこませます。

下水道や側溝などへ流れ込む

雨水の量を減らし、

水質浄化などの効果が期待できます。

「雨花壇」を
つくりました！

▲ 雨花壇（レンガ）の断面図

雨花壇とは

※植栽はイメージです。

30
cm

20
cm

50
cm

レンガ土

砂利

100cm

透水シート

▽地表面

あめ か だん

世田谷区

あめ か だん

あめ か だん
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【参考】導水層（砕石等）の役割について 

緑溝、雨庭、雨花壇については、雨水を速やかに砕石等層へ導くため、導水層を設

置する。材料については砕石（砂利）を基本とするが、P31に示す飽和透水係数の値

以上の材料とする。 

 なお、導水層に砂等を使用する場合は風による飛散防止対策のため植栽を施すこと

や、雨どいからの直接雨水流入する場合は洗堀にも注意する必要がある。 

  

粒径および土壌の種類による飽和透水係数の概略値を表 4.14、表 4.15に示す。な

お、P31表 4.3に示す飽和透水係数 0.14m/hr（=3.8×10-5m/s）は、粒径による飽和透

水係数の概略値では「微細砂」と同等程度、土壌の種類による飽和透水係数の概略値

では、「きれいな砂利まじりの砂」の程度の飽和透水係数と想定できる。 

 

表 4.14 粒径による飽和透水係数の概略値 

粘土 シルト 微細砂 細砂 中砂 粗砂 小砂利

粒径（mm） 0～0.01 0.01～0.05 0.05～0.10 0.10～0.25 0.25～0.50 0.50～1.0 1.0～5.0

ｋ０（m/s） 3.0×10-8 4.5×10-6 3.5×10-5 1.5×10-4 8.5×10-4 3.5×10-3 3.0×10-2

 

出典：浸透型流出抑制施設の現地浸透能力調査マニュアル試案（旧）建設省土木研究所 

 

表 4.15 土壌の種類による飽和透水係数の概略値 

 

出典：浸透型流出抑制施設の現地浸透能力調査マニュアル試案（旧）建設省土木研究所 

土壌の種類

ｋ０（m/s）
10-10

きれいな砂利
きれいな砂、

きれいな砂利まじりの砂

細砂、
シルト、

砂とシルトの混合砂

難透水性土、
粘土

1.0 10-2 10-4 10-6 10-8

 

きれいな砂、
きれいな砂利まじりの砂

10-2 10-4 10-6

 

表 4.16 土壌の種類による飽和透水係数の概略値における 

飽和透水係数 0.14m/hr（=3.8×10-5m/s）のおよその位置（点線） 

 

（参考出典）増補改訂雨水浸透施設技術指針 調査・計画編 

（公益社団法人雨水貯留浸透技術協会） 
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【参考】雨庭・雨花壇における導水層（砕石等）の寸法について（※１） 

 

   雨庭・雨花壇の導水層の寸法は、砕石等層の設計浸透量によって決まる。 

雨庭・雨花壇の導水層の透水量Ｑ0＞砕石等層の設計浸透量Ｑ1 となるように導水

層の面積を設定する。 

 

Ｑ0＝Ｋ0 ×i×Ａ  Ｋ0：導水層の透水係数 3.6m/h(=1.0×10-3m/s) ※２ 

                   i ：導水勾配（鉛直のため１とする） 

          Ａ：導水層の面積 

 

Ｑ1＝Ｃ×Ｋ1×ｆ   Ｃ：影響係数（0.81）                

                   Ｋ1：砕石等層の比浸透量 

            f：土壌の飽和透水係数  

 

（※１）公益社団法人雨水貯留浸透技術協会推奨 

（※２）前頁表 4.16 より、「きれいな砂利」の飽和透水係数の概略値の下限値。 

 

次頁に算出例を２例示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.52 導水層（砕石等）の寸法算出のイメージ図 
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算出例 1 

Ｐ４２ 雨庭(2)覆土植栽型を基にした導水層の寸法算出 

【雨庭(2)覆土植栽型（200 用）】  

条件 土壌の飽和透水係数ｆ=0.14m/hr、砕石等層に用いる砕石等の空隙率：35％ 

      施設幅（砕石等層幅）w＝1.0m、砕石等層高 h=0.20m、設計水頭 H＝0.20m 

         導水層（砕石）の透水量Ｋ０＝3.6m/h 

P48表 4.12より比浸透量Ｋ１＝4.350 

    

  導水層の透水量Ｑ０＞砕石等層の設計浸透量Ｑ１ 

     Ｋ０× i ×Ａ＞ Ｃ × Ｋ１ × ｆ 

       3.6×1.0×Ａ＞0.81×4.350×0.14 

            Ａ＞0.137 

   

よって導水層は 0.137 ㎡を上回る面積が必要となる。 

ここで図 4.52のように導水層を端部に帯状に配置すると、導水層幅ｗ‘は 

Ａ/Ｗより 0.137/1.0=0.137ｍ   

  すなわち少なくとも 14cm 程度の寸法幅が必要となる。 

 

算出例２ 

Ｐ４３ 雨花壇を基にした導水層の寸法の算出 

【雨花壇（300 用）】 単位：m3/箇所･hr 

条件 土壌の飽和透水係数：0.14m/hr、砕石等層に用いる砕石等の空隙率：35％ 

施設幅（砕石等層幅）w＝1.0m、砕石等層高 h=0.30m、設計水頭 H＝0.30m 

P48表 4.12より比浸透量Ｋ１＝5.271 

 

導水層の透水量Ｑ０＞砕石等層の設計浸透量Ｑ１ 

     Ｋ０× i ×Ａ＞ Ｃ × Ｋ１ × ｆ 

       3.6×1.0×Ａ＞0.81×5.271×0.14 

            Ａ＞0.166 

   

よって導水層は 0.166 ㎡を上回る面積が必要となる。 

ここで図 4.52のように導水層を端部に帯状に配置すると、導水層幅ｗ‘は 

Ａ/Ｗより 0.166/1.0=0.166ｍ   

  すなわち少なくとも 17cm 程度の寸法幅が必要となる。 
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【参考】浸透トレンチおよび緑溝の派生型について 

  トラフアンドトレンチは、芝生などで覆われた庭などに設置され、上部は透水性

の良い材料（砂層）などとし、下部は浸透トレンチで構成される浸透施設である。

地表面を浅いくぼ地にし、地表面集水もしやすくする。くぼ地は貯留機能を有し、

晴天時は芝生地としての利用が見込まれる。参考事例を図 4.53、図 4.54 に示す。

底面処理の標準勾配については、P103 の 5.3.5 底面処理を参照する。いずれにし

ても砕石等層の雨水貯留浸透能を発揮するために、端部にますを設けて管でつなぎ

雨水を流入させるなどの設えは必要である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   P67図 4.34のうち、埋戻土を砂等にし、 

地表面を芝等にしたものである。       

 

図 4.53 トラフアンドトレンチ（芝張側溝＋浸透トレンチ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

P73図 4.44のうち、導水層を砂等にし、 

地表面を芝等にしたものである。 

 

図 4.54 トラフアンド緑溝（芝張側溝＋緑溝） 

 

（参考出典）増補改訂雨水浸透施設技術指針 構造・施工・維持管理編 

（公益社団法人雨水貯留浸透技術協会） 
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【参考】雨どいと雨庭等をつなぐ構造について 

  緑溝、雨庭、雨花壇は原則として屋根上の雨水を集水する。現場によっては雨ど

いと緑溝、雨庭、雨花壇が離れているケースもあり、雨どいと雨庭等との間をつな

ぐ必要がある。 

 

  以下に雨庭における参考事例を図 4.55～図 4.57に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.55 雨どいと雨庭を管で結ぶケース 
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図 4.56 雨どいと雨庭を砂利敷で結ぶケース 
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図 4.57 雨どいと雨庭の間に雨水タンクを設け、砂利敷で結ぶケース 
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4.3.1２ 空隙貯留浸透施設 

空隙貯留浸透施設 

（1）空隙貯留浸透施設は集水（泥ため）ます、流入管、オーバーフロー管、充填材、敷砂及

び透水シートより構成される。（図 4.58） 

（2）貯留浸透施設は貯留機能と浸透機能を持たせたもので、形状や寸法を自由に選定で

き、上部を道路、駐車場、緑地、スポーツ施設等として利用できる。 

（3）また、施設内に別途貯留槽を設け、雨水の有効利用を図ることもできる。その場合、洪

水時に利用可能な容量を貯留対策量とする。 

（4）流入土砂による空隙の閉塞や浸透機能の低下を防止するため、対象雨水を比較的清

浄な屋根雨水とし、流入前に泥ためますや目詰まり防止装置の設置が必要になる。 

（5）充填材料は空隙率が高く､上載荷重や側圧に十分に耐力がある材料を選定する。 

（解説） 

既成の二次製品（図 4.59）についても、安全上の配慮がなされていれば使用すること

が可能である。なお、目詰まり防止装置については、その機能を維持するために維持管

理を十分に行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.58 空隙貯留浸透施設の標準構造 

 

 

 

 

 

 

ＧＬ ∇ 
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図 4.59 既製の二次製品の例 

 

【参考】レインガーデン 

 昨今、公園・緑地貯留と空隙貯留浸透施設を組み合わせたものとして、「レインガ

ーデン」が注目されている。レインガーデンの構造（参考例）を図 4.50 に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.4.50 レインガーデンの構造（参考例） 
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（参考）プラスチック製地下貯留浸透施設を設置する場合の単位貯留・浸透量の算出例 

例）道路に設置する場合 

 

①単位浸透量の算出 

P27表 4.2（１）に示すトレンチの比浸透量の算 

定式より比浸透量及び単位浸透量は以下のと 

おりとなる。 

比浸透量 

＝3.093×H＋1.34×W＋0.677 

＝3.093×0.75＋1.34×0.5＋0.677 

＝3.667（m2） 

単位浸透量 

＝Ｃ×比浸透量（K）×飽和透水係数（ｆ） 

＝0.81×3.667×0.14＝0.416（m3/m･hr） 

ここに、C：影響係数、K：浸透施設の比浸透量（m2） 

ｆ：土壌の飽和透水係数（m/hr） 

 

②単位貯留量の算出 

プラスチック製地下貯留浸透施設の容量＝0.75m×0.5m×1.0m＝0.375（m3） 

空隙率は 90%と仮定すると、 

単位貯留量＝0.375（m3）×0.90＝0.337（m3/m･hr） 

 

③単位貯留・浸透量 

プラスチック製地下貯留浸透施設の単位貯留浸透量 

＝単位浸透量＋単位貯留量＝0.416＋0.337＝0.753（m3/m･hr） 

 

 

例）公園等に設置する場合 

公園等へプラスチック製地下貯留浸透施設 

（幅 10m×長さ 20m×高さ 2.0m）を設置 

する場合を考える。 

 

① 浸透量の算出 

P２9表 4.2（３）に示す大型貯留槽 

の比浸透量の算定式（W＝10.0m） 

より、比浸透量及び単位浸透量は次頁 

のとおりとなる。 

▼道路に設置する場合の

地下貯留浸透施設構造図 

0.5m

0.5m

1.0m

0.75ｍ 

▼公園等に設置する場合の

地下貯留浸透施設構造図 

2.0m

10.0m

15.0m
20.0m 
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比浸透量 

＝（a×H＋b）×L 

＝（（7.88×（L÷W）－0.446）×H＋14.0）×20.0m 

＝（（7.88×（15.0m÷10.0m）－0.446）×2.0m＋14.0）×20.0m＝511.381（m2） 

 

単位浸透量 

＝Ｃ×比浸透量（K）×飽和透水係数（ｆ） 

＝0.81×511.381×0.14＝57.947（m3/箇所･hr） 

ここで、C：影響係数、K：浸透施設の比浸透量（m2）、ｆ：土壌の飽和透水係数

（m/hr） 

②単位貯留量の算出 

プラスチック製地下貯留浸透施設の容量＝10.0m×20.0m×2.0m＝400.0（m3） 

空隙率は 90%と仮定すると、 

単位貯留量＝400.0（m3）×0.90＝360.0（m3/箇所･hr） 

 

② 単位貯留・浸透量 

プラスチック製地下貯留浸透施設の単位貯留浸透量 

＝単位浸透量＋単位貯留量＝57.947＋360.0＝417.947（m3/箇所･hr） 
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4.4 排水施設の設計 

4.4.1 放流量の算定 

貯留施設の排水施設は、オリフィスあるいはポンプが用いられるので、放流量をもと

にオリフィス断面、ポンプ諸元を決定する必要がある。 

（解説） 

貯留施設として、自然放流方式が採用される場合には、オリフィスの放流量を算定する

必要がある。そこで、標準等危険度線を利用して、流域で与えられた対策量より放流量

を算定する。各計画規模における標準等危険度線を図 4.６０に示し、計画規模とオリフィ

ス放流量の関係（参考）を表 4.17 に示す。なお、放流量は放流先の河川・下水道の流下

能力を超えないようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.６０ 標準等危険度線（中央集中型） 
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表 4.17 計画規模とオリフィス放流量の関係（参考） 

対策量 
100mm/hr 

（基本） 

75mm/hr 

（長期） 
60mm/hr 50mm/hr 

1000m3/ha 
21.4mm/hr 10.6mm/hr 5.8mm/hr 4.4mm/hr 

(0.06m3/s/ha) (0.029m3/s/ha) (0.016m3/s/ha) (0.012m3/s/ha) 

600m3/ha 
40.9mm/hr 22.0mm/hr 12.5mm/hr 9.4mm/hr 

(0.11m3/s/ha) (0.061m3/s/ha) (0.035m3/s/ha) (0.026m3/s/ha) 

300m3/ha 
70.9mm/hr 45.7mm/hr 29.0mm/hr 20.7mm/hr 

(0.20m3/s/ha) (0.127m3/s/ha) (0.081m3/s/ha) (0.058m3/s/ha) 

 

（放流量の算定例）単位対策量が 600m3/ha の公園（敷地面積 2ha）の場合 

必要対策量は、単位対策量に敷地面積を乗じて算出する。 

・必要対策量＝単位対策量×敷地面積＝600m3/ha×2ha＝1,200m3 

放流量は、表4.17に示す計画規模とオリフィス放流量の関係からオリフィス放流量を

確認し、オリフィス放流量（ここでは計画規模 50mm/hr）に敷地面積を乗じて算出す

る。 

・放流量＝オリフィス放流量×敷地面積＝0.026m3/s/ha×2ha＝0.052m3/s 

注）放流先の管理者と協議して放流先の受け入れ能力を確認後、算定された放流量と

放流先の受け入れ能力のうち、小さい方の値を使用する。 

 

オリフィス放流量は、標準等危険度線により必要対策量を与えることで求められる。同

様なことをハイエトグラフで示したのが図 4.６１である。 
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図 4.６１ 必要対策量と放流量の関係

（参考） 
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4.4.2 オリフィスの設計 

オリフィス（図4.6２、図4.6３）は、放流先の流下能力に対応させ、その設計には次の

流量公式を用いる。 

放流口が長方形の場合、 

Ｑ＝ｃ・Ｂ・Ｄ・｛2ｇ（Ｈ－Ｄ/2）｝1/2 

放流口が円形の場合、 

Ｑ＝ｃ・Ａ・｛2ｇ（Ｈ－ｄ/2）｝1/2 

ただし、 

Ｑ：放流量 ｃ：流量係数（＝0.6） Ｂ：放流口の幅 Ｄ：放流口の高さ 

ｇ：重力の加速度（9.8ｍ／ｓ2） Ａ：放流口の断面積 ｄ：放流口の直径 

ｄ

Ｑ
Ｄ

Ｈ

Ｂ

Ｄ

矩 形 円 形

 

図 4.6２ オリフィスの構造       図 4.6３ 放流口の形状 

（解説） 

オリフィスの設計にあたっては、流量公式を基本として使用する。流量係数は、一般に

0.6～0.8 の範囲にあるが、ここでは 0.6 とする。また重力の加速度は 9.8m/s2 である。

こうして求めたオリフィスの貯留水深と放流量の関係を示したのが、図 4.６４～図 4.6９

である。なお、放流先の流下能力、すなわち放流量は、排水施設の計画降雨と敷地面積

と流出係数との積より求められる。堤防を計画する場合には、超過洪水時の堤防の決壊

を防ぐため､余水吐を設ける。（図 4.6６） 

 

 

 

 

 

 

図 4.6４ 放流施設構造図 
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図 4.6５ オリフィスのパラメータ 
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図 4.6６ オリフィス水深 H～放流量Q関係図（Ｄ＝0.05ｍ） 
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図 4.6７ オリフィス水深 H～放流量Q関係図（Ｄ＝0.10ｍ） 
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図 4.6８ オリフィスのパラメータ
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（排水施設の設計例） 

開発面積 2ha、流域対策量が 1ha あたり 300m3 で、放流先の流下能力が降雨強度

50.8 ㎜/hr で流出係数 0.6、下水道管底が地盤より 60cm の位置にある場合、次のよ

うに計算する。（図 4.７０、表 4.18） 

（注：放流先の流下能力は放流量協議によって設定するものであり、ここでは一例を示

している） 

貯留水深：300m3÷1ha＝30 ㎜ 

降雨強度：50.8 ㎜/hr 

放流量：Ｑ＝50.8 ㎜/hr×0.6×2ha＝609.6m3／hr＝0.169m3／s 

オリフィス水深：Ｈ＝0.60＋0.03（貯留水深）＝0.63ｍ 

オリフィスＨ～Ｑ関係図（円形）からＨ≦0.63ｍとＱ＝0.169m3／s を満たすｄ＝

0.35m が求まる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.７０ オリフィス水深 H～放流量Q関係図（円形） 
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4.4.3 ポンプの設計 

得られた放流量を利用してポンプの設計を行う。なお、ポンプ排水施設の維持管理につ

いては、本指針の「第 7章 維持管理」を参照する。 

（例）地下貯留槽の設計 

条件：面積 1ha、単位対策量 500m3/ha、ポンプ排水で対応する。 

放流量Ｑ＝0.033m3/（s・ha） 

貯留量：500m3/ha×1ha＝500m3  

→ 地中梁を利用して図 4.6４のように貯留槽を設ける。 

放流量Ｑ＝0.033m3/（s・ha）×1ha＝0.033m3/s（1.98m3/min）より、水中ポンプ

の性能曲線（図 4.61）に照らし、B ポンプ（全揚程 10ｍ、吐出量 0.6m3/min）を 4 台

（0.6m3/min×4 台÷60＝0.040m3/s）とし、水位センサーによる自動運転とする。（た

だし、全揚程は実揚程と全損失揚程の和であり、排水系の損失計算より求める。）余水吐：

500m3 を上回る水位に達することを考慮して、隣接して余水吐と貯留槽を設ける。 

なお、ポンプ排水は降雨強度に関係なく定量放流を行う。流入量が少なく断続運転とな

る場合にはポンプ台数を減らして運転するか、ある程度貯留してからポンプ運転を行う。

降雨終了後のポンプ排水時間は、12 時間をめどに設定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.７１ ポンプの性能曲線と仕様 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.7２ 貯留槽と水中ポンプ 
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4.4.4放流施設 

（1）放流施設は貯留施設の機能を効果的に発揮させる施設であり､その構造には十分

留意する必要がある。特にオリフィスの規模及びオリフィスが閉塞しないような付帯

施設に配慮する必要がある。（図 4.7３） 

①オリフィスは対象とする地区の計画規模に対応した寸法・形状とし、地盤面より 

低い位置に設置する。 

②放流施設の流入部にはオリフィスの閉塞を防ぐための土砂だめと、落葉・ゴミな 

どの流入防止のためのスクリーンを設ける。 

③放流施設は自然放流方式とし、ゲートやバルブを設けない。 

（2）貯留施設及び浸透施設には､計画以上の降雨によるたん水被害を防止するために

余水吐を設ける。余水吐は自由越流方式とし、地区外を含めた土地利用及び地形を

考慮して、安全な構造となるよう計画する。（図 4.7４） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.7３ 放流施設の例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.7４ 余水吐の例
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4.4.5 浸透施設の排水 

浸透施設の排水は、できるだけ高い位置で排水施設と接続して行う。 

（解説） 

浸透施設を有効に働かせるには、放流先への接続口（放流口）を設計水頭より高くして、

十分な水頭圧をかける必要がある。また、排水設備からの逆流を防止するためにも接続

位置を高くする。更に悪臭を防止するにはトラップを設ける。（図 4.7５） 

 

 

図 4.7５ 排水設備との接続例 
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第5章 施工 

5.1 一般事項 

5.1.1 貯留施設の施工 

貯留施設の施工にあたっては、貯留機能を損なうことのないように、計画水位（貯留水

位）、越流水位、オリフィス敷高、排水位等の関係と止水並びに排水機能が設計どおりで

あることを常に確認する。 

（解説） 

貯留施設の施工にあたって、最も注意すべきことは貯留機能を損なわないことである。

すなわち、まず、必要対策量に基づく貯留量が確保されるように施工を行う（計画水位

（貯留水位）で計画貯留量が確保されるように断面を施工する）。次に、所定のピークカッ

トがなされるよう、オリフィス位置、断面等を設計とおりに施工を行う。更に仕上げにあた

っては、止水と排水にも留意する必要がある。 

 

5.1.2 浸透施設の施工 

浸透施設の施工にあたっては、自然の地山をできるだけ保護し、掘削、転圧、埋戻し

時には浸透能力を損なわないように注意する。 

（解説） 

関東ロームは、自然の地山の状態を乱すと著しく浸透能が低下する。そのため、施工に

あたっては浸透面を保護することが肝要で、掘削後は床付けを行わず、直ちに敷砂を行

い、砕石を投入するなどの施工上の注意を払う必要がある。ただし、透水性舗装のように、

安全のために路床土に転圧をかける場合、浸透が期待できなくなるが、排水工を別途行

うなどで、現場に対応した処置をとることも必要である。 

 

5.1.3 排水施設の施工 

排水施設の施工にあたっては、貯留・浸透施設のそれぞれの特性を配慮し、特に勾配

や土砂流出に留意し施工する。 

（解説） 

貯留施設は、降雨時には計画水位まで貯留し、晴天時には速やかに排水する構造でな

ければならない。一方、浸透施設は、降雨時にできるだけ雨水を滞留させる構造でなけれ

ばならない。したがって、貯留施設は通常順勾配で設計される。また、土砂の流出入によ

り、流出抑制効果が阻害されるので、極力土砂の移動、堆積を抑える必要がある。しかし

ながら、施工時の不注意により、誤った勾配で施工されるとその機能が十分果たされない

ことがある。このため、施工にあたり、貯留・浸透施設の特性の違いを十分理解し、底面

勾配や土砂流出に留意する必要がある。 
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5.2 施工管理（1） 

5.2.1 事前調査 

施設の施工にあたっては、事前調査を行い、設置の適否を規定する水文学的自然条

件を把握する。 

（解説） 

貯留・浸透施設の設計時に、ボーリング資料や下水道管路図等により、貯留・浸透施設

の選択や排水系統の計画がなされるが、実際の施工にあたっては改めて測量、ボーリン

グ、土質試験、試掘等により地形勾配、土質、地下水位、浸透能等の水文学的自然条件

を正確に把握することが望ましい。 

 

5.2.2 工法選択 

施工にあたっては、貯留・浸透施設を生かすよう、適切な工法を選択する。 

（解説） 

例えば､浸透施設の施工にあたり、掘削を人力か機械かの選択は、浸透能に影響を及

ぼす。当然、掘削面を乱せば、浸透能は低下する。したがって、施工にあたっては貯留・浸

透機能を最大限生かすよう、適切な工法の選択が肝要である。 
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5.2.3 材料選択 

施工にあたっては、貯留・浸透施設を生かすよう、適切な材料を選択する。 

（解説） 

例えば､浸透施設の砕石には、クラッシャラン、再生クラッシャラン、粒度調整砕石、再生

粒度調整砕石、単粒度砕石という具合にそれぞれの特性を生かした選択がある。（表

5.1） 

材料は機能性、施工性、経済性といった因子から選択する。 

 
  表 5.1 浸透施設の材料表 

 

 

砕石 呼び名 
粒度範囲 

（mm） 
用途 

単粒度砕石 

S-80（1 号） 

S-60（2 号） 

S-40（3 号） 

S-30（4 号） 

S-20（5 号） 

S-13（6 号） 

 S-5（7 号） 

80～60 

60～40 

40～30 

30～20 

20～13 

13～5 

5～2.5 

 

道路の敷砕石・路盤及び瀝青舗装の表層や

基層など 

浸透施設 

トレンチ 

クラッシャラン 

C-60 60～0 

路盤材料・構造物の基礎及び目つぶし浸透

性の場合はC-20 

C-40 40～0 

C-30 30～0 

C-20 20～0 

粒度調整砕石 
M-40 40～0 

路盤材料 
M-30 30～0 

再生クラッシャラン 
RC-40 40～0 

路盤材料 
RC-30 30～0 

再生粒度調整砕石 
RM-40 40～0 

路盤材料 
RM-30 30～0 
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5.3 施工管理（2） 

5.3.1 浸透面の保護 

関東ロームを浸透層としている場合、自然の地山を保護するために、適切な施工管理

を行う。 

（解説） 

既に述べたように、関東ロームは自然の地山の状態を乱すと、浸透能ばかりか、力学的

性質も著しく劣化する。そのため、掘削後の浸透面の保護はもちろんのこと、降雨時の施

工を避け、人力よりも機械による迅速な施工が望まれる。また、浸透面の敷砂による保護

と同時に、工事中の排水の流入も避けなければならない。表5.2には関東ロームの工学

的性質を示す。 

 

表5.2 関東ロームの強さの概略値 

 現状土（地山） こね返した状態（盛土） 

自然含水比 

液性限界 

塑性指数 

単位体積重量 

コーン指数 

CBR 

一軸圧縮強さ 

三軸圧縮強さ 

 

 

三軸圧縮強さ 

 

 

透水係数 

許容支持力 

N値 

変形係数 

n （%） 
L （%） 

PI  
tr （g/cm3） 
cq （Kg/cm2） 
（%） 

cq （Kg/cm2） 
（uu） 

UC （Kg/cm2） 

U （度） 
（ UC ） 

CUC （Kg/cm2） 

CU （度） 

k （cm/s） 
aq （t/m2） 
 

E （Kg/cm2） 

80～150 

50～150 

30～70 

1.30～1.45 

10～25 

10～15 

0.5～2.5 

 

0.2～0.6 

5～17 

 

 

 

10-2～10-4 

10～15 

3～5 

200～400 

― 

― 

― 

― 

2～12 

1～4 

0.2～1.0 

 

0.1～0.4 

0～10 

 

0～0.3 

20～30 

10-6～10-7 

― 

― 

20～100 

 

5.3.2 構造安定 

貯留・浸透施設は、設計はもとより、施工にあたっても十分な強度を有し、構造的に安

定であるよう管理されなければならない。 

（解説） 

貯留施設は、低地部に設置される場合が多く、したがって地盤が悪く、地下水位が高い

ことが予想される。設計時に、地盤に応じた十分な安全を図ることはもちろんであるが、

施工にあたっても、構造的に安定であるよう、管理されねばならない。一方、浸透施設は、

降雨時に大量の雨水を地中に強制的に浸透させても、構造的に安定となるよう、設計は 
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もちろん、施工にあたっても細心の注意を払って管理されなければならない。 

 

5.3.3 排水 

施工中の出水は適宜排水されねばならない。 

（解説） 

地盤の掘削中、地下水ないしは工事用水が出水することがあるが、施工管理上危険で

ある。また、浸透面を傷めることにもなるので、直ちに排水されることが望ましい。 

 

5.3.4 勾配 

貯留・浸透施設の施工にあたって、勾配の管理は厳密でなければならない。 

（解説） 

貯留・浸透施設の施工にあたって、勾配の管理は最も注意を要する。施設を最大限機

能させ、ピーク時に所定の流出抑制効果をあげるためには、設計上の勾配が確保されな

ければならない。 

 

5.3.5 底面処理 

貯留施設の底面は、施設形態に応じて適切な底面処理が施されなければならない。 

（解説） 

貯留施設の底面は、降雨後の排水性能を高めるため、適切な勾配を設ける。各種地表

面に応じた標準的な勾配を表5.3に示す。また、排水性能を高める底面処理の方法とし

て、透水性材料の使用がある。特に駐車場や公園では、透水性舗装等の浸透施設の併

設が望ましい。また、貯留施設の貯留敷からの浸透や漏水が問題となる場合、防水層（ラ

イニング）を施す必要がある。一般的なライニングを表5.4に示す。 

 

表 5.3 底面処理の標準勾配 

種類 標準勾配（%） 

アスファルト舗装面 

アスファルト・コンクリート舗装面 

ソイルセメント面 

砂利敷面 

芝生（鑑賞用立入らないところ） 

芝生（立入って使用するところ） 

張芝排水路 

2 

1.5 

2～3 

3～5 

3 

1 

3～5 

        出典：「流域貯留施設等技術指針（案）」 

           （令和 4年 3月雨水貯留浸透技術協会） 
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表 5.4 ライニングの種類 

材料と種類 摘要 

土 叩き粘土アース 

 

 

 

ベントナイトソイルセメント 

叩き粘土は砂利2、砂1、粘土1にて硬練りされた

ものである。ローム土を用いる場合、層厚 30cm

で漏水を止めることはできず、50cm以上が必要

である。 

上記材料が現地にて入手困難な場合、ベントナイ

トライニング、ソイルセメントライニングなどを使用

することがある。改良材として石灰系を用いるこ

とは、水質上好ましくない。これらはいずれも厳密

な施工管理を必要とする。 

コンクリート 現場打コンクリート 

 

 

 

 

コンクリートブロック 

 

ショットクリート 

水密コンクリート、防水混合剤、防水モルタル塗り

などがある。大規模な場合、止水板入りエキスパ

ンションが必要。地下水が高い場合には、揚圧力

減少のために、ライニング裏側に排水処理をす

る。 

護岸などに使用。平型、間知型、L 型、パネル型、

円弧型等。 

セメント、砂、水の混合物を圧縮空気で吹付ける

工法で、鉄筋、メッシュで補強する。壁面で

5cm、池底で 8cm厚が必要である。 

アスファルト アスファルトコンクリート 

 

プレキャストアスファルト 

 

アスファルトスプレー 

道路舗装と同じ、転圧機械の重量に耐える地耐

力が必要である。 

アスファルト、ブロック、シート、マットを瀝青材で

継ぐ工法で、ジョイントの施工量が多量となる。 

アスファルトスプレーによる水密膜。 

合成樹脂防水膜を材料としたライニング 引張強度、透水性に優れる。鋭い角を持つ岩石

などに弱いため、施工箇所を選ぶ。縁部のおさま

りに注意を要す。 

その他 スチール等を用いる場合は、防錆、揚圧力等に注

意する。 

 

5.3.6 植生 

土砂流出の防止や地表の浸透能を高めるために、必要に応じ植生工を行う。 

（解説） 

都市域の裸地やグラウンドは、一般に浸透能が低く、降雨時には土砂の流出を伴う。そ

こで、これらの底面処理を兼ねて植生を施し、土砂の流出の防止と浸透能の向上を図る

ことが考えられる。植生としては、常緑樹、落葉樹や芝生等がある。植樹は、放流部や流

入部を避け集中群植とし、平常時の地下水位が地表面より 1m 以上とすることが望まし

い。また緑溝や雨庭等において、地表面からの集水を行う場合は、施設の周囲に植生を

施し、施設のまわりからの土砂等の流入を防止することも検討する。 
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5.3.7 試験 

浸透施設やオリフィスのしゅん工にあたっては、注水試験を行うことが望ましい。 

（解説） 

貯留・浸透施設が実際の降雨時に機能するかどうかの確認に注水試験を実施するとよ

い。注水試験には、透水性舗装の現場透水試験器（図 5.1）のような簡単なものもあるが、

タンク車を使用する大がかりなものもある。施設の種類と規模に応じて選択すればよい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5.1 現場透水試験器 
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第6章 設計の具体例 

 ここでは各施設（教育施設、公園、事務所、道路、個人住宅）における敷地面積に対す

る設計の具体例を示す。これらの具体例を参考に設計に役立てていただきたい。 

 

6.1 教育施設の設計 

6.1.1 区内における教育施設の敷地面積の概要 

「令和 3 年度世田谷区土地利用現況調査及びテクニカルレポート（令和 4年 3月） 

世田谷区」のデータに基づいて、区内における教育施設（小学校、中学校）の敷地面積

を調査した。結果を表6.1に示す。 

区内の教育施設は、敷地面積 10,000m2以上が最も多い。 

ここでは、以下の敷地面積２ケースについて、設計の具体例を示す。 
・14, 000m2（同 10,000m2以上の平均） 

・8,000m2（同 5,000m2以上 10,000m2未満の平均） 

 

表 6.1 区内の教育施設における面積区分 
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6.1.2 教育施設の設計の具体例 

（１）区立小・中学校（敷地面積 14,000m2）の場合 

設置条件は以下のとおりとし、設計の具体例を示す。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 14,000m2 
■ 植 栽 面 積 3,200m2 グラウンド面積 4,500m2 
■ 単位対策量 1,000m3/ha（流域対策推進地区） 
■ 必要対策量 14,000m2×1,000m3/ha÷10,000＝1,400.0m3 
 

・浸透施設及び貯留施設の組合せによる対策 

浸透施設（植栽、グラウンド、浸透ます、浸透トレンチ）及び貯留施設（地下貯留、雨水

タンク）を組み合わせて設置する。設置対策量の算出を表6.2に示し、設計の配置例を

図6.１に示す。 

 

表 6.2 設置対策量の算出 

種別 施設名

芝地・植栽 植栽 0.05 ㎥/㎡・ｈｒ 3,200 ㎡ 160.0 ㎥

0.002 ㎥/㎡・ｈｒ 4,500 ㎡ 9.0 ㎥

浸透ます 浸透Ｕ形ます（400用ポーラスコンクリート） 1.258 ㎥/箇所・ｈｒ 21 箇所 26.4 ㎥

浸透トレンチ 地下透水管（Ⅱ型）（500×700）φ200mm 0.557 ㎥/ｍ・ｈｒ 750 ｍ 417.7 ㎥

613.1 ㎥

792.0 ㎥ 792.0 ㎥

0.2 ㎥ 0.8 ㎥

792.8 ㎥

1,405.9 ㎥

浸
透
施
設

施設対策量合計（C＋F＋I）

グラウンド

設置対策量
F＝D×E

計

貯
留
施
設

貯留施設の種別
貯留容量
（㎥）
G

箇所
H

設置対策量
I＝G×H

地下貯留（33ｍ×20ｍ×深さ1.20ｍ）

単位貯留・浸透量
D

1

計

雨水タンク 4

設置数量
E
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図 6.1 教育施設（敷地面積 14,000m2）における設計の配置例 

 
 
（２）区立小・中学校（敷地面積8,000m2）の場合 

設置条件は以下のとおりとし、設計の具体例を示す。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 8,000m2 
■ 植 栽 面 積 1,600m2 グラウンド面積 3,196m2 
■ 単位対策量 1,000m3/ha（流域対策推進地区） 
■ 必要対策量 8,000m2×1,000m3/ha÷10,000＝800.0m3 
 

・浸透施設及び貯留施設の組合せによる対策 

浸透施設（植栽、グラウンド、浸透ます、浸透トレンチ）及び貯留施設（地下貯留、雨水

タンク）を組み合わせて設置する。設置対策量の算出を表6.３に示し、設計の配置例を

図6.２に示す。 

 

 

（ ）は浸透トレンチ数量 
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表 6.3 設置対策量の算出 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.2 教育施設（敷地面積8,000m2）における設計の具体例

（ ）は浸透トレンチ数量 

種別 施設名

芝地・植栽 植栽 0.05 ㎥/㎡・ｈｒ 1,600 ㎡ 80.0 ㎥

0.002 ㎥/㎡・ｈｒ 3,196 ㎡ 6.3 ㎥

浸透ます 浸透Ｕ形ます（400用ポーラスコンクリート） 1.258 ㎥/箇所・ｈｒ 33 箇所 41.5 ㎥

浸透トレンチ 地下透水管（Ⅱ型）（500×700）φ200mm 0.557 ㎥/ｍ・ｈｒ 866 ｍ 482.3 ㎥

610.1 ㎥

200.0 ㎥ 200.0 ㎥

0.2 ㎥ 0.8 ㎥

200.8 ㎥

810.9 ㎥

浸
透
施
設

地下貯留（20ｍ×8ｍ×深さ1.25ｍ） 1

施設対策量合計（C＋F＋I）

雨水タンク 4

計

貯
留
施
設

貯留施設の種別
貯留容量
（㎥）
G

箇所
H

設置対策量
I＝G×H

グラウンド

単位貯留・浸透量
D

設置数量
E

設置対策量
F＝D×E

計
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6.2 公園の設計 

6.2.1 区内における公園の概要 

「令和 3 年度世田谷区土地利用現況調査及びテクニカルレポート（令和 4年 3月） 世

田谷区」のデータに基づいて区内における公園の概要を調査した。結果を表6.４に示す。 

区内の公園は、敷地面積3,000m2未満の公園数が最も多くなっており、公園数全体の

約 90%を占めていることがわかる。 

ここでは、以下の敷地面積３ケースについて、設計の具体例を示す。 

・400m2  （同 1,000m2未満の平均） 

・1,700m2（同 1,000m2以上 3,000m2未満の平均） 

・4,000m2（同 3,000m2以上 5,000m2未満の平均） 

 

表 6.4 区内の公園における面積区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

6.2.2 公園の設計の具体例 

（１）敷地面積 400m2の場合 

設置条件は以下のとおりとし、設計の具体例を示す。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 400m2 
■ 植 栽 面 積 80m2 
■ 単位対策量 600m3/ha 
■ 必要対策量 400m2×600m3/ha÷10,000＝24.0m3 
・浸透施設及び貯留施設の組合せによる対策 

浸透施設（植栽、緑溝、浸透ます、浸透トレンチ）を組み合わせて設置する。設

置対策量の算出を表６.５に示し、設計の配置例を図６.３に示す。 
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表 6.5 設置対策量の算出 

種別 施設名

芝地・植栽 植栽 0.05 ㎥/㎡・ｈｒ 80 ㎡ 4.0 ㎥

緑溝 300用 0.258 ㎥/ｍ・ｈｒ 15 ｍ 3.8 ㎥

浸透ます 浸透Ｕ形ます（400用ポーラスコンクリート） 1.258 ㎥/箇所・ｈｒ 4 箇所 5.0 ㎥

浸透トレンチ 地下透水管（Ⅱ型）（500×700）φ200mm 0.557 ㎥/ｍ・ｈｒ 37 ｍ 20.6 ㎥

33.4 ㎥

33.4 ㎥施設対策量合計（Ｃ＋Ｆ）

単位貯留・浸透量
D

設置数量
E

設置対策量
F＝D×E

計

浸
透
施
設

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.３ 公園（敷地面積400m2）における設計の配置例 

（ ）は浸透トレンチ・緑溝数量 

25m

1
6
m

浸透U形ます
（400用）

地下透水管Ⅱ型
500×700φ200

緑溝
300用

(1
0
.0
m
)

(4
.0
m
)

(23.0m)

(15.0m)
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（２）敷地面積 1,700m2 

設置条件は以下のとおりとし、設計の具体例を示す。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 1,700m2 
■ 植 栽 面 積 340m2 
■ 単位対策量 1,000m3/ha（流域対策推進地区） 
■ 必要対策量 1,700m2×1,000m3/ha÷10,000＝170.0m3 

 
・浸透施設及び貯留施設の組合せによる対策 

浸透施設（植栽、緑溝、浸透ます、浸透トレンチ）及び貯留施設（公園・緑地貯

留）を組み合わせて設置する。設置対策量の算出を表６.６に示し、設計の配置例を

図６.４に示す。 

 

表 6.６ 設置対策量の算出 

種別 施設名

芝地・植栽 植栽 0.05 ㎥/㎡・ｈｒ 340 ㎡ 17.0 ㎥

緑溝 300用 0.258 ㎥/ｍ・ｈｒ 30 ｍ 7.7 ㎥

浸透ます 浸透Ｕ形ます（400用ポーラスコンクリート） 1.258 ㎥/箇所・ｈｒ 6 箇所 7.5 ㎥

浸透トレンチ 地下透水管（Ⅱ型）（500×700）φ200mm 0.557 ㎥/ｍ・ｈｒ 42 ｍ 23.3 ㎥

55.5 ㎥

120.0 ㎥ 120.0 ㎥

120.0 ㎥

175.5 ㎥施設対策量合計（C＋F＋I）

単位貯留・浸透量
D

設置数量
E

設置対策量
F＝D×E

計

貯
留
施
設

貯留施設の種別
貯留容量
（㎥）
G

箇所
H

設置対策量
I＝G×H

公園・緑地貯留（25ｍ×16ｍ×深さ0.3ｍ） 1

計

浸
透
施
設
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図 6.４ 公園（敷地面積 1,700m2）における設計の配置例 
 
（３）敷地面積 4,000m2の場合 

設置条件は以下のとおりとし、2 パターンについて、設計の具体例を示す。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 4,000m2 
■ 植 栽 面 積 800m2 
■ 単位対策量 1,000m3/ha（流域対策推進地区） 
■ 必要対策量 4,000m2×1,000m3/ha÷10,000＝400.0m3 
 

１）浸透施設の組合せによる対策 

浸透施設（植栽、プラスチック製地下貯留浸透施設）を組み合わせて設置する。

設置対策量の算出を表６.７に示し、設計の配置例を図６.５に示す。 

 

（ ）は浸透トレンチ・緑溝数量 

浸透U形ます
（400用）

公園・緑地貯留

地下透水管Ⅱ型
500×700φ200

25m

1
6
m

50m
3
4
m

緑溝
300用

（30.0m） （10.0m）

（4.0m）（4.0m）

（
4
.0
m
）

（
1
0
.0
m
）

（
1
0
.0
m
）
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表 6.７ 設置対策量の算出  

種別 施設名

芝地・植栽 植栽 0.05 ㎥/㎡・ｈｒ 800 ㎡ 40.0 ㎥

417.947 ㎥/箇所・ｈｒ 1 箇所 417.9 ㎥

457.9 ㎥

457.9 ㎥

設置対策量
F＝D×E

計

プラスチック製地下貯留浸透施設※１（10ｍ×20ｍ×深さ2.0ｍ）

設置対策量合計（Ｃ＋Ｆ）

浸
透
施
設

単位貯留・浸透量
D

設置数量
E

 

※1 P8７、P8８の算出例より 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 6.５ 公園（敷地面積4,000m2）における設計の配置例 
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２）浸透施設及び貯留施設の組合せによる対策 

浸透施設（植栽、緑溝、浸透ます、浸透トレンチ）及び貯留施設（公園・緑地貯

留）を組み合わせて設置する。設置対策量の算出を表６.８に示し、設計の配置例

を図６.６に示す。 

 

表6.８ 設置対策量の算出 

種別 施設名

芝地・植栽 植栽 0.05 ㎥/㎡・ｈｒ 800 ㎡ 40.0 ㎥

緑溝 300用 0.258 ㎥/ｍ・ｈｒ 50 ｍ 12.9 ㎥

浸透ます 浸透Ｕ形ます（400用ポーラスコンクリート） 1.258 ㎥/箇所・ｈｒ 6 箇所 7.5 ㎥

浸透トレンチ 地下透水管（Ⅱ型）（500×700）φ200mm 0.557 ㎥/ｍ・ｈｒ 86 ｍ 47.9 ㎥

108.3 ㎥

300.0 ㎥ 300.0 ㎥

300.0 ㎥

408.3 ㎥施設対策量合計（C＋F＋I）

単位貯留・浸透量
D

設置数量
E

設置対策量
F＝D×E

計

貯
留
施
設

貯留施設の種別
貯留容量
（㎥）
G

箇所
H

設置対策量
I＝G×H

公園・緑地貯留（40ｍ×25ｍ×深さ0.3ｍ） 1

計

浸
透
施
設

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.６ 公園（敷地面積4,000m2）における設計の配置例 

 

（ ）は浸透トレンチ数量 

公
道

放流口

80.0m

5
0
m

浸透U形ます
（400用）

地下透水管
500×700

40m

2
5
m

公園・緑地貯留

緑溝
300用

（17.0m）

（17.0m）

（
8
.0
m
）（
2
0
.0
m
）

（13.0m） （
1
1
.0
m
）

（50.0m）
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6.3 事務所の設計 

「令和3年度世田谷区土地利用現況調査及びテクニカルレポート（令和4年3月） 世

田谷区」のデータに基づいて区内における事務所の概要を調査した。結果を表6.9に示

す。 

区内の事務所は、敷地面積 1,000m2未満の事務所数が最も多くなっており、事務所

数全体の約 90％を占めていることがわかる。 

ここでは、以下の敷地面積ケースについて、設計の具体例を示す。 

・540m2  （同平均） 

 

表 6.9 区内の事務所における面積区分 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
6.3.1 事務所の設計の具体例 

(1)敷地面積 540m2の場合 

設置条件は以下のとおりとし、設計の具体例を示す。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 540m2 
■ 単位対策量 600m3/ha 
■ 必要対策量 540m2×600m3/ha÷10,000＝32.4m3 

 

・浸透施設による対策 

浸透施設（浸透ます、浸透トレンチ）を設置する。設置対策量の算出を表6.10に示し、

配置例を図6.7に示す。 

 

表 6.10 設置対策量の算出 
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図 6.7 事務所（敷地面積540m2）における設計の配置例 

 

（ ）は浸透トレンチ数量 
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6.4 道路の設計 

6.4.1 区内における道路の概要 

「令和3年度世田谷区土地利用現況調査及びテクニカルレポート（令和4年3月） 世

田谷区」のデータに基づいて区内における道路の概要を調査した。結果を表6.11に示

す。 

道路幅員別の面積では、幅員 8m未満の区道が全道路面積の約73%を占めており、

幅員別では、幅員 4m～6mの面積割合が最も高くなっている。 

ここでは、以下の幅員４ケースについて、設計の具体例を示す。 

・4m（歩道なし） 

・6m（歩道なし） 

・8m（片側歩道） 

・12m（両側歩道） 

 

表 6.11 各道路区分の幅員別面積 
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6.4.2 道路の設計の具体例 

（１）幅員 4mの場合 

設置条件は以下のとおりとし、L形側溝と LU側溝の場合の2パターンについて、設計

の具体例を示す。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 80m2 
■ 単位対策量 600m3/ha（流域対策推進地区） 
■ 必要対策量 80m2×600m3/ha÷10,000＝4.8m3 
 

・浸透施設による対策 

浸透施設（透水性舗装、浸透ますまたは浸透側溝）を設置する。設置対策量の算出を

表6.1２及び表 6.13に示し、配置例を図6.8に示す。 

 

■L形側溝（300B を使用する場合） 

 

表 6.12 設置対策量の算出（幅員 4m、L 形側溝） 

 
 
 

 

 

 

■LU側溝（240 用を使用する場合） 

 

表 6.13 設置対策量の算出（幅員 4m、LU 側溝） 
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図 6.8 道路（幅員 4m）の具体例における設計の配置例 

 
透水性舗装面積＝（幅員 4.0m－L形側溝の幅 0.50m×2）×20.0m＝６０.0m２ 

透水性舗装面積＝（幅員 4.0m－LU側溝の幅 0.34m×2）×20.0m＝66.4m２ 
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（２）幅員 6mの場合 

設置条件は以下のとおりとし、L形側溝と LU側溝の場合の2パターンについて、設計

の具体例を示す。なお、L形用浸透ます（改良）の設置にあたっては、民地の出入口やライ

フライン埋設状況を必ず確認すること。 

■ 敷 地 面 積 120m2 
■ 単位対策量 600m3/ha（流域対策推進地区）） 
■ 必要対策量 120m2×600m3/ha÷10,000＝7.2m3 
 

・浸透施設による対策 

浸透施設（透水性舗装、浸透ますまたは浸透側溝）を設置する。設置対策量の算出を

表6.14及び表 6.15に示し、配置例を図6.9に示す。 

 

■L形側溝（300B を使用する場合） 

 

表 6.14 設置対策量の算出（幅員 6m、L 形側溝） 

 
 
 
 
 
 

 

■LU側溝（240 用を使用する場合） 

 

表 6.15 設置対策量の算出（幅員 6m、LU 側溝） 
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図 6.9 道路（幅員 6m）における設計の配置例 

 
透水性舗装面積＝（幅員6.0m－L形側溝の幅0.50m×2）×20.0m）＝100.0 m2 

透水性舗装面積＝（幅員 6.0m－LU側溝の幅 0.34m×2）×20.0m）＝106.4 m2 
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（３）幅員 8m（片側歩道2m）の場合 

設置条件は以下のとおりとし、設計の具体例を示す。なお、L 型浸透ます（改良）の設置

にあたっては、民地の出入口やライフライン埋設状況を必ず確認すること。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 160m2 
■ 単位対策量 600m3/ha（流域対策推進地区） 
■ 必要対策量 160m2×600m3/ha÷10,000＝9.6m3 
 
・浸透施設による対策 

浸透施設（透水性舗装、浸透ます）を設置する。設置対策量の算出を表 6.16 に示し、

配置例を図6.10に示す。 

 
表 6.16 設置対策量の算出（幅員 8m、片側歩道2m） 
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図 6.10 道路（幅員 8m（片側歩道2m））における設計の配置例 

 
 
透水性舗装面積＝（幅員 8.0m－L形側溝（300B）の幅 0.55m×2）×20.0m 

=138.0m2 
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(4)幅員 12m（両側歩道2.5m）の場合 

設置条件は以下のとおりとし、設計の具体例を示す。なお、プラスチック製地下貯留浸

透施設の設置にあたっては、ライフライン埋設状況を必ず確認すること。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 240m2 
■ 植 栽 面 積（植栽ます G-1） 1４.７m2 
■ 単位対策量 600m3/ha（流域対策推進地区） 
■ 必要対策量 240m2×600m3/ha÷10,000＝14.4m3 
 
・浸透施設による対策 

浸透施設（植栽、透水性舗装、プラスチック製地下貯留浸透施設）を組み合わせて

設置する。設置対策量の算出を表6.1７、配置例を図6.1１に示す。 

 
表 6.17 設置対策量の算出（幅員 12m、両側歩道2.5m） 

種別 施設名

芝地・植栽 植栽　　　　　　　　　　　 0.050 ㎥/㎡・ｈｒ 14.7 ㎡ 0.7 ㎥

0.020 ㎥/㎡・ｈｒ 72.8 ㎡ 1.4 ㎥

0.753 ㎥/ｍ・ｈｒ 17.0 ｍ 12.8 ㎥

14.9 ㎥

14.9 ㎥

設置対策量
F＝D×E

プラスチック製地下貯留浸透施設※１
透水性舗装

計

施設対策量合計（Ｃ＋Ｆ）

浸
透
施
設

単位貯留・浸透量
D

設置数量
E

 
※１ P87 の算出例より 
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図 6.11 道路（幅員 12m（両側歩道2.5m））における設計の配置例 

 
植栽面積＝（0.76m×（10.0ｍ－植樹帯縁石 0.15ｍ×2））×2＝１４．７m2 

透水性舗装面積＝（（歩道 2.5m×20.0m－植樹ます 1.06m×10.0m 

－境石 0.15×20.0ｍ）×2）＝７２．８m2 

 
 



第6章 設計の具体例 

 - 127 - 

 
6.5 個人住宅タイプ施設の設計 

6.5.1 区内における住宅の概要 

「令和3年度世田谷区土地利用現況調査及びテクニカルレポート（令和4年3月） 世

田谷区」のデータに基づいて区内における住宅の敷地面積規模別件数と建ペイ率を調査

した。結果をそれぞれ表6.18、表6.19及び表6.20に示す。 

区内では、専用独立住宅の平均敷地面積が 143.6 ㎡である。また「世田谷区雨水流

出抑制施設の設置に関する指導要綱」において、雨水流出抑制施設設置計画書の提出

が必要となる小規模民間施設 150㎡以上 500m2未満の平均敷地面積は 259.8 ㎡で

ある。また、建ぺい率は、60％の戸数が最も多くなっている。 

ここでは、以下の敷地面積２ケースについて、設計の具体例を示す。 

・150m2 

・260m2 

 

表 6.18 専用独立住宅の平均敷地面積 

 
 
 
 
 
 

 

 

 



第6章 設計の具体例 

 - 128 - 

 
表 6.19 敷地面積区分別の住宅戸数と面積 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
表6.20 各建ぺい率における住宅戸数と割合 
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6.5.２ 個人住宅タイプ施設の設計の具体例 

（１）敷地面積 150m2の住宅 

設置条件は以下のとおりとし、設計の具体例を示す。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 150m2 
■ 建 ぺい率 60％ 

■ 単位対策量 300m3/ha 
■ 必要対策量 150m2×300m3/ha÷10,000＝4.5m3 
 

１）浸透施設による対策 

浸透施設（浸透ます、浸透トレンチ）を設置する。設置対策量の算出を表 6.２１、配置

例を図6.12に示す。 

 

表 6.21 設置対策量の算出 
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図6.12 敷地面積 150m2の住宅における設計の配置例 

 
 
 
 
 
 

（ ）は浸透トレンチ数量 
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2）浸透施設による対策 

浸透施設（雨庭、雨花壇、緑溝、浸透ます）を組み合わせて設置する。設置対策量の

算出を表 6.２2、配置例を図6.13に示す。 

 

2）浸透施設及び貯留施設の組合せによる対策 

浸透施設（雨庭、雨花壇、緑溝、浸透ます）及び貯留施設（雨水タンク）を組み合わ

せて設置する。設置対策量の算出を表 6.２２に示し、設計の配置例を図 6.１３に示す。 

 

表 6.22 設置対策量の算出 

種別 施設名

雨庭 300用 0.702 ㎥/ｍ2・ｈｒ 2 ㎥ 1.4 ㎥

雨花壇 300用 0.702 ㎥/箇所・ｈｒ 1 箇所 0.7 ㎥

緑溝 300用 0.259 ㎥/ｍ・ｈｒ 10 ｍ 2.5 ㎥

浸透ます 宅内浸透ます（型番PⅠ）φ150mm 0.250 ㎥/箇所・ｈｒ 1 箇所 0.2 ㎥

4.8 ㎥

0.2 ㎥ 0.2 ㎥

0.2 ㎥

5.0 ㎥施設対策量合計（C＋F＋I）

貯
留
施
設

貯留施設の種別
貯留容量
（㎥）
G

箇所
H

設置対策量
I＝G×H

雨水タンク 1

計

浸
透
施
設

単位貯留・浸透量
D

設置数量
E

設置対策量
F＝D×E

計
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緑溝
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宅内浸透ます
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（200リットル）

 

 

図 6.13 敷地面積 150m2の住宅（雨庭・雨花壇あり）における設計の配置例 
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（２）敷地面積 260m2の住宅 

設置条件は以下のとおりとし、設計の具体例を示す。 

設置条件 

■ 敷 地 面 積 260m2 
■ 植 栽 面 積 20m2 
■ 建 ぺい率 60％ 

■ 単位対策量 300m3/ha 
■ 必要対策量 260m2×300m3/ha÷10,000＝7.8m3 
 

１）浸透施設による対策 

浸透施設（浸透ます、浸透トレンチ）を組み合わせて設置する。設置対策量の算出を

表6.２3、配置例を図 6.14に示す。 

 
表 6.23 設置対策量の算出 
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図 6.14 敷地面積 260m2の住宅における設計の配置例  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ ）は浸透トレンチ数量 
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２）浸透施設による対策 

浸透施設（雨庭、雨花壇、緑溝、浸透ます）を組み合わせて設置する。設置対策量の

算出を表 6.２4、配置例を図6.15に示す。 

 
表 6.24 設置対策量の算出 

種別 施設名

雨庭 400用 0.844 ㎥/㎥・ｈｒ 3 ㎥ 2.5 ㎥

雨花壇 400用 0.844 ㎥/箇所・ｈｒ 2 箇所 1.6 ㎥

緑溝 300用 0.258 ㎥/ｍ・ｈｒ 15 ｍ 3.8 ㎥

浸透ます 宅内浸透ます（型番PⅠ）φ150mm 0.250 ㎥/箇所・ｈｒ 1 箇所 0.2 ㎥

8.1 ㎥

8.1 ㎥施設対策量合計（Ｃ＋Ｆ）

浸
透
施
設

単位貯留・浸透量
D

設置数量
E

設置対策量
F＝D×E

計

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6.15 敷地面積260m2の住宅の具体例（雨庭・雨花壇あり）における設計の配置例  
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第7章 管理 

7.1 維持管理 

7.1.1 清掃 

貯留・浸透施設の管理者は、流出抑制機能を保持するために清掃等の維持管理を行う。 

（解説） 
貯留・浸透施設の機能を保持するための維持管理としては、排水溝及び放流孔の清掃

と土砂除去等がある。浸透施設では、水洗洗浄方式により目詰まりを除去し、機能の維

持、回復を図ることが望ましい。なお、公園等との兼用施設となる場合は、機能維持だけ

でなく、利用者の安全に配慮して管理を行う必要がある。 
維持管理のための点検には定期点検と非常時点検がある。定期点検は梅雨時期や台

風シーズンを考慮して年1回以上行い、別途利用者等から施設の破損等の通報があった

場合には非常時点検を行い、施設の補修を行う。点検、補修を効率的に行うためには維

持管理のマニュアルを作成し、それにしたがって行動することが有効である。なお、施設

によっては簡易な清掃（日常点検）を行う管理者と、破損等が見られた場合に補修・機能

回復（大規模補修等）を行う管理者が異なる場合も見られるが、両者は互いに連絡を取

合い、施設の機能維持に努める必要がある。 

 
（１）貯留施設の清掃 
点検結果に基づき、土砂、ゴミ、落葉等の清掃、放流施設等の詰まりの解消のほか、

周辺施設の清掃を行うことが必要である。出水後は法面、放流孔に付着したゴミ類を取

り除く。 
 
（２）浸透施設の清掃 
点検結果に基づき、浸透施設の機能維持を目的として清掃を行う。清掃内容は、土砂、

ゴミ、落葉等の清掃、目詰まり防止装置等の詰まりの解消があり、同時に周辺施設の清

掃を行うことが重要である。高圧洗浄機を使用する場合には、目詰まり原因となる微細

な土などを浸透面に押し込んだりして浸透機能が低下しないよう注意が必要である。ま

た､洗浄水等が浸透施設内に流入しないように注意する。 
 
7.1.2 機能回復 

貯留・浸透施設は、施設の破損や沈下等によりその機能が発揮できなくなった時は、

速やかに補修等により機能回復を図る。 

（解説） 
貯留施設は、オリフィスが破損、閉塞すると機能しなくなる。また、浸透施設は、浸透面

が破損して目詰まりを起こすと浸透能力が低下する。そこで、施設の破損等が見られた

場合には補修等を行い、その機能回復に努める必要がある。 
 
（１）貯留施設の機能回復 
排水溝、放流孔付近の清掃、土砂除去により機能回復を図る。また､施設の破損や地

表面の陥没、沈下が発生した場合には補修を行う。補修で対応できないものは、交換や
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新規に設置しなおす。特に放流施設の破損は、雨水流出抑制機能に影響を与えるため、

早急な対応が必要である。また、貯留部の周囲堤に亀裂が見られる場合には決壊のお

れも考えられるので、早急に補修を行うなどの対応が必要である。 
 

（２）浸透施設の機能回復 
浸透施設は、目詰まり等により浸透機能が低下し、水がたまったり、地区外へいっ水

することが考えられる。浸透施設は、外見だけでは機能の低下を判断しにくいため、施

設の構造形式や土地利用、浸透施設への流入水の性状を十分把握して清掃、洗浄等

により機能維持、回復を図ることが必要である。施設の破損や地表面の陥没、沈下が発

生した場合には補修を行い、補修で対応できないものは交換や新規に設置しなおすな

どの対応が必要となってくる。 
雨庭や雨花壇は、導水層からの雨水流入が基本であるものの、客土層からも雨水流

入は存在する。客土層は目詰まり等により浸透機能が低下することが考えられる。植栽

の入れ替えに合わせて、客土部分をほぐすなどの対応が必要となってくる。その他導水

層等、施設の破損等が発生した場合は補修を行う。 
 
（4）地下貯留施設の維持管理に当たっての留意事項（参考） 
貯留施設のうち、地下にあるものはオープン型と違い、簡単に状況を確認することが

困難であるうえ、維持管理作業も開放型の貯留施設に比べ手間を要する。 
よって、以下の事項に留意しながら、維持管理を行う。 
① 残留水の排水と処理に係わる管理 
地下貯留施設へ流入した貯留水は、洪水中または減水期間中に速やかに放流

先へ排水する。洪水後に地下貯留施設に残留水が残る場合には、計画貯留量が確

保されないばかりか水質が悪化することがあるため、降雨終了後速やかにポンプ等

を用いて排水する。 
② 洗浄、清掃 
地下貯留施設の貯留水の排水に伴い、床・壁面及び柱、梁等には浮遊物が付着

する。これらの壁面などへの付着物は、長時間放置した場合には固形化、固着化す

る恐れがある。また、乾燥しない部分では、腐敗の温床ともなり悪臭の源となる恐

れがある。これらを避けるため、排水後に汚れを洗い落とす。なお、床面に土砂が

堆積し、（図7.1参照）洗浄、清掃では除去できない場合がある。洗浄等で対応で

きない 

場合の土砂の搬出方法を定めておき、計画的に土砂の除去を行い、貯留容量の確

保に努める必要がある。 
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図 7.1 地下貯留槽に貯まった土砂 

 

③ 換気 
洪水排水後の地下貯留施設内の沈殿汚濁物質排出、清掃作業等に従事する作

業員の良好な作業環境の維持を図るため、換気設備が必要であり、常に良好な状

態に維持しておく。 

④ 脱臭 
残留汚濁水による臭気などが発生する恐れがあるので、施設内の作業環境及び

周辺住民の環境を守るため脱臭設備が必要で、その設備を常に良好な状態に維

持しておく。 

⑤ 搬入、搬出管理 
点検管理員の昇降、維持管理用の機器や車両の搬入、搬出に必要な設備を設け

る必要があり、常に良好な状態に維持しておく。 

 
⑥ 計測管理（コンクリートのひび割れ、変形、漏水の状況等） 
地下貯留施設近傍の工事などによって、地下貯留施設各施設の故障や事故を未

然に防ぐため、またその対策を講じるために随時及び定期的に各種の計測を実施

していく。 
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7.1.3 維持管理のマニュアル 

適切な維持管理を実施していくため、管理マニュアル、台帳、チェックリストを作成する

必要がある。 
【 管理マニュアルの例 】 

　1．総則
(1) 目的
　　マニュアル策定の目的を記載する。貯留・浸透施設は、維持管理を適切に行わないと所
　期の目的を達成することができないので、施設設置後の維持管理の必要性を明記する。

(2) 適用範囲
　　区内、市内等の適用範囲を記載する。

(3) 用語の定義
　　使用頻度が多く、分かり難い用語を説明する。

　2．台帳の作成
　維持管理を効率的に行うために台帳の作成が有効であることを記載する。また、台帳に網
羅しておくことが望ましい項目の必要性、留意事項を記載する。

(1) 設置年月日、施設名称、住所、敷地又は開発面積、必要対策量、施工者（設置者）
　　施設の基礎的な情報として網羅しておくことが望ましい項目と必要性を記載する。

(2) 維持管理責任者名
　　適切な維持管理を行うためには管理者が必要である。施設によって日常管理担当と大規
　模補修担当が異なる場合があり、管理者を選任する場合の留意事項を記載する。

(3) 管理区分
　　公的管理、民間管理等の把握や、管理協定の締結の必要性、締結内容の留意事項を記載
　する。

(4) 貯留・浸透施設規模
　　貯留・浸透施設の諸元として網羅しておく項目と必要性を記載する。また、ポンプ等操
　作を伴う場合は、タイミングや排水時間等の留意事項を記載する。

(5) 維持管理計画
　　台帳へも維持管理を簡単に記載することが必要である。詳細は、｢3. 点検等」を参考に
　維持管理を行う必要があることを記載する。

(6) 中水利用等
　　中水利用等の治水機能と併用する構造の場合には、供用後にその機能が不明瞭となる恐
　れがあるので留意事項を記載する。すなわち、計画の貯留容量を確保するためには排水が
　確実に実施されることが必要であり、降雨前の排水をルール付けていく必要があることを
　記載する。

(7) 施設概要
　　台帳に記載すべき概要図の精度等を記載する。

　3．点検等
(1) 点検頻度
　　貯留・浸透施設の機能を維持するために必要な定期点検の頻度（年1回以上）、施設に
　異常が発見された場合の早期補修の必要性、大雨洪水警報発令時の必要に応じての巡視
　等、適切な点検が施設の永続性を保証することを記載する。
(2) 清掃、補修
　　土砂、ごみ、落ち葉の除去、周辺の清掃、目詰まり防止装置の清掃、蓋のズレをなおす、
　施設の破損、沈下状況の確認、補修等流出抑制施設の機能維持のために必要な清掃、補
　修内容を具体的に記載する。清掃、補修はチェックリストに従って行うことも記載する。

　4．その他
(1) 台帳の保存
　　今後の維持管理を効率的に行うため､台帳の保存が必要であることを記載する。

(2) 図面の保存
　　施設の清掃、補修に利用できるように、施設設置時の設計図等（平面図、構造図等）
　を保存しておく必要があることを記載する。

(3) 過去の清掃、補修結果の保存
　　今後の維持管理を効率的に行うため、台帳、図面とともに過去の清掃、補修状況の保
　存（チェックリストの保存）が必要であることを記載する。
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【 流出抑制施設台帳の例 】 

m3/ha

清掃担当

補修担当

雨水ます 径（縦×横） 水深 m 箇所

雨水浸透ます 径(縦×横） 水深 m 箇所

雨水管 径（幅×高さ） 長さ m

雨水トレンチ 径（幅×高さ） 長さ m

　　施設の構造

　　貯留容量 m
3

　　貯留面積 m
2

　　貯留水深 m

　　放流先河川 名称

流下方式

放流量

必要対策量

 施工者（設置者）

 設置年月日
 施設名称
 住　所
 敷地または開発面積

 中水利用等

 施設概要（施設配置図、施設構造図）

 貯留・浸透施設規模

③ 点検、清掃及び補修等の記録は大切に保存する。

② 定期点検以外に異常が発見された場合は早期に適切な点検、清掃、補修を
行う。

 有　無
 中水利用を行う場合には、洪水前に貯留水の排水を行う必要がある。

その他の浸透施設規模

貯留池（タンクを含む）

　平成　　年　　月　　日

m3

ha
単位対策量

不明な場合は土地使用者又は土地管理者 とな
ります

 維持管理計画 ① 定期点検は年1回以上行い、清掃、破損箇所の修理を行う。　（梅雨前が望
ましい）

 管理区分

 維持管理
 責任者名

 



第 7章 管理 

 - 141 -

【 維持管理のチェックリストの例 】 
点検日 点検者

種　類 チェック欄

 貯留池
（タンクを含む）

外 見

外 見

内 部

外 見

内 部

外 見

内 部

外 見

内 部

 透水性舗装 外 見

 雨水トレンチ

 定期点検　　　　　点検内容
 非常時点検　　　　点検内容

異常なし、補修が必要、その他（ 　　　　　　　　　　　　　　　）

 舗装の目詰まり
 沈下
 その他（ 　　　　　　　　　　　　　）

 その他

点検結果

 土砂、ごみ、落ち葉等の除去、清掃
 目詰まり防止装置の清掃
 その他（ 　　　　　　　　　　　　　）

 上部の陥没、砕石の露出
 その他（ 　　　　　　　　　　　　　）

 土砂、ごみ、落ち葉等の除去、清掃
 目詰まり防止装置の清掃
 桝から見た状況（ 　　　　　　　　　　　　　）

 蓋のズレ、破損、沈下
 土砂、ごみ、落ち葉等の除去
 周辺の清掃
 その他（ 　　　　　　　　　　　　　）

 上部の陥没
 その他（ 　　　　　　　　　　　　　）

 土砂、ごみ、落ち葉等の除去、清掃
 目詰まり防止装置の清掃
 桝から見た状況（ 　　　　　　　　　　　　　）

 雨水ます

 雨水浸透ます

 雨水管

　平成　　年　　月　　日

 堤防、排水溝の破損、沈下、漏水
 土砂、ごみ、落ち葉等の除去
 周辺の清掃
 その他（ 　　　　　　　　　　　　　）

 蓋のズレ、破損、沈下
 土砂、ごみ、落ち葉等の除去
 周辺の清掃
 その他（ 　　　　　　　　　　　　　）

 土砂、ごみ、落ち葉等の除去、清掃
 目詰まり防止装置の清掃
 その他（ 　　　　　　　　　　　　　）
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7.2 安全管理 

7.2.1 安全管理の原則 

貯留施設の安全管理の原則として、流出抑制施設であることの周知、巡視及び避難

の容易さ、利用者の接近に対する安全、並びに本来の土地利用上の機能について留意

する。 

（解説） 
貯留施設は、計画・設計・管理の誤りが本来の土地利用上の機能を阻害するだけでな

く、人命を危険におかすことにもなりかねないので、土地利用上の制約を克服するだけで

なく、利用者に対し､思いやりのある細やかな配慮でその安全性を確保することが必要で

ある。 
 

7.2.2 注意看板の設置 

貯留施設の敷地内には、必要に応じ、注意看板を設置し、注意を喚起する。 

（解説） 
貯留施設の安全管理上の留意点として、必要に応じて、降雨時の施設の危険性を示

し、協力を求めるための注意看板を設置し、利用者に周知徹底させる。注意看板は、目的

にあった内容をわかりやすく表示し、適切に設置する。（図7.2）内容は、危険箇所あるい

は侵入禁止箇所の表示、利用上の注意事項あるいは施設の平面図等とし、理解しやす

いデザインとする。看板は、流出されない強度と耐候性のある材料を使用した構造とす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7.2 注意看板の設置箇所の例 

 

2m 以上 

0.3m 以下 
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7.2.3 巡視 

貯留・浸透施設は、規模に応じ、降雨時の巡視を行う。 

（解説） 
大規模な貯留・浸透施設は、降雨時に行うことが望ましい。また、そうした施設では巡

視を容易にするよう、あらかじめ設計されなければならない。 
 

7.2.4 避難 

貯留施設は、降雨時に利用者が容易に避難できるよう、配慮されなければならない。 

（解説） 
公園や広場を利用した大規模な貯留施設は、降雨時に利用者が容易に避難できるよう、

避難経路を示す等の配慮が望ましい。特に避難経路は、幼児や高齢者、車いす使用者で

も単独で容易に避難できるよう、線形、段差、勾配にも留意する必要がある。 
 

7.2.5 侵入防止措置 

降雨時に人が接近する恐れのある危険箇所には、侵入防止のため植栽・柵等の施設

を設置する。 

（解説） 
利用者が多く､転落した場合、容易に登れない構造の施設では、利用者が接近できな

いよう、必要に応じ植栽や柵を設置し、看板等で注意を与えるようにする。（図7.3） 

 
 

  図 7.3 園路が水平で、水没した周辺の地盤高の変化が予知できないような場合の 

植栽、棚等の設置 
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